
行
列
参
加
者
に
ス
テ
ッ
カ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

11
月
３
日
の
文
化
の
日
、
今
年
で
33

回
目
の
開
催
と
な
る
森
将
軍
塚
ま
つ
り
が

科
野
の
里
歴
史
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
例

年
こ
の
日
は
「
晴
れ
の
特
異
日
」
で
天
候

に
恵
ま
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
前
日
か
ら

雨
の
予
報
で
予
定
さ
れ
て
い
た
東
小
学
校

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏
は
中
止
に
。

古
代
行
列
の
入
場
時
刻
に
は
雨
が
上
が
り
、

開
会
式
に
続
い
て
高
床
倉
庫
の
前
で
蔵
出

し
の
儀
式
を
行
い
、
古
墳
時
代
の
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
行
列
が
古
墳
へ
と
登
っ
た
。

古
墳
前
方
部
で
収
穫
感
謝
の
儀
式
を
執
り

行
う
際
に
は
日
が
差
し
始
め
て
、
善
光
寺

平
に
き
れ
い
な
虹
が
か
か
っ
た
。

今
年
は
千
曲
市
Ｐ
Ｒ
大
使
の
鬼
越
ト
マ

ホ
ー
ク
の
２
人
も
登
場
し
、
森
将
軍
塚
古

墳
館
の
酒
井
館
長
と
古
墳
に
ま
つ
わ
る
ト
ー

ク
を
披
露
し
た
。
ト
ー
ク
終
了
後
、
急
に

強
風
と
と
も
に
雨
が
降
り
出
し
、
古
墳
上

で
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
古
代
史
の
講
演

会
「
森
将
軍
塚
青
空
教
室
」
と
、
ス
カ
イ

ス
テ
ー
ジ
の
奉
納
演
奏
や
舞
踏
は
急
き
ょ

古
墳
館
内
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
も
晴
れ
た
り
降
り
出
し
た
り
と
不

安
定
な
天
候
と
な
っ
た
が
、
科
野
の
里
お

ま
つ
り
広
場
や
あ
ん
ず
の
里
物
産
館
な
ど

に
は
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
、
秋
の
味
覚

や
ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
今
年
も
古
墳
館
や
隣
接
す
る
県

立
歴
史
館
が
観
覧
無
料
に
な
り
、
開
催
中

の
企
画
展
に
足
を
運
ぶ
人
も
多
か
っ
た
。
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地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

12月の花 寒芍薬
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第11回 千曲川ハーフマラソン
（戸倉体育館）

千曲市秋の風物詩・千曲川ハーフマラソン
が11月23日、戸倉体育館をスタート&フィ
ニッシュ地点に開催された。千曲川堤防を走
り粟佐橋で折り返すハーフマラソン（21.
0975km）のほか２ｋｍのファミリーマラソン
も行われて、大勢の市民ランナーや家族らが
一年の走り納めをした。今年も平昌冬季五輪
金メダリストの小平奈緒さんが参加した。

今月のちくま百景

子どもたちも古代衣装で古墳に登った虹が現れた古墳上のスカイステージ

荒
れ
た
天
候
の
な
か
無
事
に
開
催

第
33
回
森
将
軍
塚
ま
つ
り

【特集】

ちくま未来新聞
ＷＥＢ

千曲坂城地域 市民広報紙

第
６
回
協
議
会
千
曲
市
役
所
で
開
催

上
田
長
野
地
域
の
水
道
事
業
広
域

化
を
検
討
す
る
「
第
６
回
上
田
長
野

地
域
水
道
広
域
化
協
議
会
」
（
会

長
・
荻
原
健
司
長
野
市
長
）
が
11
月

４
日
、
千
曲
市
役
所
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
協
議
会
は
長
野
県
と
長
野

市
、
上
田
市
、
千
曲
市
、
坂
城
町
に

よ
っ
て
、
令
和
６
年
４
月
に
設
立
。

人
口
減
少
に
伴
う
水
需
要
の
減
少
や

施
設
の
老
朽
化
と
い
っ
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
上
田
長
野
地
域
に
あ

る
県
企
業
局
お
よ
び
３
市
の
上
水
道

事
業
の
統
合
を
目
指
す
と
い
う
も

の
。
新
た
な
送
水
管
を
整
備
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
や
多
様

な
水
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
今
回
こ
れ
ま
で
協
議
を

重
ね
て
き
た
基
本
計
画
案
に
つ
い

て
、
全
て
の
構
成
団
体
が
合
意
を
表

明
。
地
元
住
民
か
ら
広
域
化
に
対
し

て
慎
重
な
意
見
も
あ
る
上
田
市
も
合

意
を
し
た
う
え
で
「
場
合
に
よ
っ
て

は
事
業
統
合
に
こ
だ
わ
ら
な
い
連
携

の
あ
り
方
や
、
別
の
選
択
肢
も
排
除

せ
ず
真
摯
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
（
土
屋
陽
一
市
長
）
」
と
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
小
川
修
一
市
長
と

山
村
弘
町
長
が
土
屋
市
長
に
加
え
て

副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
今
後
は
２

～
３
年
後
を
目
標
に
企
業
団
の
設
立

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
（
次
回
の

協
議
会
の
開
催
日
程
は
未
定
）
。

千
曲
市
・
坂
城
町
な
ど
５
団
体

基
本
計
画
に
合
意

上
田
長
野
地
域
水
道
事
業
広
域
化

（
左
図
）
「
上
田
長
野
地
域
水
道
事
業

広
域
化
に
関
す
る
論
点
整
理
」
よ
り
抜
粋

現
在
の
送
水
管

計
画
中
の
新
し
い
送
水
管

（
注
）
第
３
回
協
議
会
（
Ｒ
６
年
１
０
月
）

時
点
の
資
料

※
現
在
検
討
作
業
中

第６回協議会の様子（写真：千曲市提供）

店舗：千曲市戸倉 １８５５‐１ 電話：026 276 7205

贈答用・冷凍蕎麦もご用意、遠方発送も承っております
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■
ち
く
ま
未
来
新
聞
10
月
号
で
「
市
民

か
ら
の
意
見
表
明
に
参
加
を
」
と
題

し
、
千
曲
市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
当

機
構
で
は
第
４
次
千
曲
市
総
合
計
画
策

定
方
針
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
策
定
方
針
に
「
協
働
・
共

創
」
と
い
う
理
念
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
を
受
け
「
推
進
体
制
は
従
来
の
市
職

員
の
み
に
よ
る
計
画
原
案
策
定
で
は
な

く
、
市
民
と
市
職
員
が
協
働
し
て
計
画

原
案
を
作
る
形
が
必
要
で
は
」
と
訴
え

「
策
定
委
員
会
は
職
員
の
み
の
構
成
で

は
な
く
、
多
く
の
階
層
か
ら
の
市
民
参

加
に
よ
る
委
員
会
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

■
11
月
17
日
に
長
野
県
産
業
労
働
部
に
よ

る
「
令
和
７
年
度
女
性
・
若
者
が
創
る

商
店
街
賑
わ
い
創
出
事
業
情
報
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
て
「
女
性
・
若
者
の

集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
機
構
で
も
ち
く
ま

未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
リ
モ
ー
ト
で

参
加
し
ま
し
た
。

「
漫
画

屋
代
秀
正
」

出
版
記
念
講
演
会
を
開
催

一
重
山
み
ら
い
会
議

た
。
長
年
成
人
式
を
は
じ
め
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
公
演
に
利
用
さ

れ
て
き
た
ほ
か
、
温
泉
街
の
立
地
を
生
か
し

て
文
化
事
業
と
観
光
を
連
携
し
た
貸
館
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
、
竣
工
か
ら
半
世

紀
近
く
が
経
ち
、
設
備
の
老
朽
化
が
深
刻
だ

と
い
う
。
▼
現
在
施
設
内
の
空
調
を
担
う
ガ

ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
は
６
台
の
う

ち
４
台
が
故
障
中
。
今
年
度
は
ホ
ー
ル
舞
台

裏
の
リ
ハ
ー
サ
ル
室
な
ど
で
Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
代
わ

る
エ
ア
コ
ン
空
調
機
を
設
置
し
た
が
、
ま
だ

一
部
の
エ
リ
ア
で
は
冷
暖
房
の
使
用
に
支
障

が
出
て
い
る
。
危
機
感
を
持
っ
た
上
山
田
文

化
団
体
連
合
会
な
ど
市
民
団
体
と
戸
倉
上
山

田
温
泉
旅
館
組
合
連
合
会
は
10
月
に
小
川
市

長
を
訪
問
し
、
連
名
で
館
の
改
修
と
存
続
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
文
化
団
体
連

合
会
顧
問
の
金
子
好
典
さ
ん
は
「
市
長
の
反

応
は
良
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
が
第
一
歩
」
と

ス
タ
ー
ト

語
る
。
会
館
で
は
現
在
も
工
事
を
進
め
て
い

て
来
年
度
に
は
楽
屋
と
和
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
実
施
し
た
い
意
向
だ
。
▼
毎
年
４
月
に

誕
生
祭
が
開
か
れ
、
実
行
委
員
会
で
清
掃
を

行
う
な
ど
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
上

山
田
文
化
会
館
。
公
演
を
続
け
て
き
た
文
化

関
係
団
体
の
愛
着
も
深
い
。
い
ま
検
討
さ
れ

て
い
る
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で

ど
の
様
に
永
続

的
な
活
用
策
が

示
さ
れ
る
か
期

待
し
た
い
。

（
Ｗ
・
Ｓ
）

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

ケーブルネット千曲
12月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン 第
４
次
千
曲
市
総
合
計
画
策
定
方
針
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
提
出

未来戦略広場

みなさまからの「未来戦略・提言」
を募集しています。投稿は250∼
300字でお願いします。匿名や
ペンネームでの投稿も承りますが、
必ずお住まいの地域をご明示下さい
ますようお願いします。
【メールアドレス】
info@ckm-mirai.org

【ＦＡＸ】０２６−２１４−７９０５

十文字風

上山田文化祭の様子（11月２日）

▼
11
月
１
日
と
２
日
、
上
山
田
文
化
会
館

で
第
54
回
上
山
田
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

ホ
ワ
イ
エ
と
会
議
室
に
は
市
民
の
作
品
が
展

示
、
ホ
ー
ル
で
は
「
ふ
れ
あ
い
の
ど
自
慢
大

会
」
や
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
て
多
く
の
市
民

が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
８
日
と
９
日
は
第
17

回
千
曲
音
楽
祭
で
市
内
外
で
活
動
す
る
音
楽

団
体
や
小
学
校
か
ら
26
組
が
一
堂
に
会
し
、

見
事
な
演
奏
や
歌
声
を
披
露
し
た
。
▼
上
山

田
文
化
会
館
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
５

月
に
県
内
で
本
格
的
な
ホ
ー
ル
を
備
え
た
文

化
施
設
の
先
駆
け
と
し
て
開
館
。
大
ホ
ー
ル

は
９
５
２
席
も
の
固
定
席
を
有
し
、
千
曲
市

内
の
文
化
施
設
で
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
な

お
、
建
設
時
に
は
温
泉
旅
館
組
合
が
建
設
補

助
金
と
し
て
５
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
行
っ

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

11
月
６
日
、
令
和
７
年
度
み
ん
な
で
支

え
る
森
林
づ
く
り
長
野
地
域
会
議
（
第
２

回
）
が
長
野
市
松
代
支
所
で
行
わ
れ
、
一

重
山
み
ら
い
会
議
も
出
席
し
た
【
写
真

上
】
。
会
議
で
は
こ
れ
ま
で
猿
ヶ
馬
場
峠

（
東
山
道
）
周
辺
の
道
路
や
休
憩
施
設
な

ど
の
整
備
を
行
い
「
街
道
ウ
ォ
ー
ク
と
中

秋
観
月
音
楽
祭
」
を
開
催
し
て
き
た
千
曲

市
八
幡
地
区
里
山
整
備
委
員
会
（
代
表
・

佐
藤
秀
則
）
な
ど
４
団
体
が
新
た
に
「
開

か
れ
た
里
山
」
に
承
認
さ
れ
た
。

み
ん
な
で
支
え
る
森
林
づ
く
り
長
野
地
域
会
議

一
重
山
み
ら
い
会
議
で
は
11
月
16
日
に
今

年
度
の
最
終
作
業
を
実
施
。
１
～
３
の
曲

輪
で
草
刈
り
と
伐
採
し
た
木
の
製
材
を

行
っ
た
。
今
年
一
番
の
寒
さ
と
な
っ
た

が
、
雪
化
粧
し
た
北
ア
ル
プ
ス
が
望
め
る

好
天
で
の
作
業
と
な
っ
た
【
写
真
下
】
。

村
石
正
行
さ
ん
の
講
演

今
年
度
の
整
備
作
業
を
終
了

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

今
月
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
第
３
回
理
事
会
（
日
時
）
12
月
２
日

（
火
）
午
後
３
時
30
分
か
ら
（
会
場
）

ち
く
ま
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第１０回Ｕ－１８フットサルリーグ
チャンピオンズカップが開催
ちくま未来戦略研究機構が後援

18歳以下の選手によるフットサルの全国
大会「第10回Ｕ-18フットサルリーグチャン
ピオンズカップ」が来年１月、千曲市を会場
に開催される。主催は特定非営利活動法人・
サロン２００２。（一社）ちくま未来戦略研
究機構では昨年に引き続き、大会の後援を行
う。同大会は2019年の第３回大会から千曲
市で開催されており、今回で８年連続とな
る。日程は2026年１月10日から12日まで
（会場はことぶきアリーナ千曲）。

第９回大会の開会式
（2025年１月）

大
会
サ
イ
ト

「
漫
画
で
読
む
家
康
の
軍
師

屋
代
秀

正
」
の
出
版
を
記
念
し
て
11
月
24
日
、
監
修
を

務
め
た
村
石
正
行
さ
ん
（
長
野
県
立
歴
史
館

文
献
史
料
課
長
）
の
講
演
会
を
千
曲
商
工
会

館
で
開
催
し
た
。
村
石
さ
ん
は
最
初
に
千
曲

市
の
山
城
の
特
色
に
つ
い
て
解
説
。
続
い
て

文
書
か
ら
屋
代
秀
正
の
足
跡
を
読
み
解
い
て

い
っ
た
。
武
田
家
滅
亡
後
、
屋
代
氏
は
上
杉

家
に
服
属
す
る
が
、
軍
功
記
な
ど
に
は
秀
正

が
小
笠
原
氏
や
真
田
氏
と
の
戦
い
で
大
き
な

功
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
勢
力
圏
の
「
境
目
の
武
士
」
だ
っ
た
信

濃
の
武
将
は
情
勢
に
応
じ
て
結
び
つ
く
大
名

を
変
え
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
徳
川
家
康
の

軍
監
と
な
る
秀
正
は
大
坂
冬
の
陣
に
出
陣
。

村
石
さ
ん
は
秀
正
が
佐
竹
義
宣
の
戦
い
の
様

子
を
伝
え
て
い
る
文
書
を
今
年
11
月
、
新
た

に
確
認
し
た
こ
と
も
報
告
し
た
。
村
石
さ
ん

は
「
秀
正
の
文
書
も
一
杯
残
さ
れ
て
お
り
、

城
も
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域

に
と
っ
て
大
き
な
文
化
財
」
と
話
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
は
村
石
さ
ん
と
来
賓
を

招
い
て
ホ
テ
ル
う
づ
ら
や
で
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
。
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11月18日、令和７年度北陸直轄河川
治水期成同盟会連合会Ⅾ長野県治水事業
整備促進意見交換会が上山田温泉のホテ
ル圓山荘で開催された。連合会に加盟す
る県内13の市町村と国Ⅾ県の幹部が意
見交換を行った。
この意見交換会は千曲川Ⅾ犀川流域の

治水事業の促進を図るため毎年行ってい
るもので「千曲川改修期成同盟会」（長
野市、上田市、千曲市、坂城町など８市
町）、「犀川直轄改修期成同盟会」（松
本市、安曇野市、生坂村）、「千曲川Ⅾ
信濃川直轄河川編入連絡協議会」（飯山
市、栄村、野沢温泉村）から首長らが出
席。同盟会Ⅾ協議会の会長が意見発表を
行ったほか、各市町村からも意見を述べ

て、国土交通省北陸地方整備局長、千曲
川河川事務所長、長野県建設部長らと意
見交換や質疑応答を行った。全体でおよ
そ50人が出席し、意見交換会後には同
会場で懇親会が催された。

令和７年度 北陸直轄河川治水期成同盟会連合会・
長野県治水事業整備促進意見交換会が千曲市で開催

火
災
の
発
生
が
増
加
す
る
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。
千
曲
坂
城

消
防
本
部
で
は
２
日
に
千
曲
中
央
病
院
の
病
院
祭

で
消
防
車
両
の
展
示
や
火
災
予
防
の
啓
発
を
行
っ

た
ほ
か
、
８
日
に
は
戸
倉
上
山
田
消
防
署
で
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
を
開
催
し
た
。
今
年

も
消
防
・
救
急
車
両
や
救
助
隊
訓
練
展
示
の
ほ

か
、
来
場
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
消
防
服
着
装
な
ど

を
行
い
、
大
勢
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
た
。
耐
用
年

数
を
終
え
た
消
防
ホ
ー
ス
を
用
い
た
雨
傘
ホ
ル

ダ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ほ
か
、
放
水
・
救
助
体
験

に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。
ま

た
、
千
曲
市
・
坂
城
町
の
保
育
園
児
や
小
中
学
生

ら
が
描
い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
も
展
示
さ
れ
た
。

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は
『
急
ぐ
日
も

足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
』
。
総
務
省
消
防

庁
に
よ
る
と
全
国
の
住
宅
火
災
の
件
数
及
び
死
者

数
は
、
平
成
17
年
か
ら
令
和
２
年
に
か
け
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
た
が
、
令
和
３
年
以
降
は
再
び
増

加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

お
11
月
６
日
、
令
和
７
年
度
の
坂
城

町
戦
没
者
追
悼
式
が
坂
城
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
た
。
式
に
は

遺
族
や
関
係
者
ら
33
人
が
出
席
し
、

祭
壇
に
花
を
手
向
け
た
。
戦
後
80
年

と
な
る
今
年
、
坂
城
町
で
は
「
企
画

展

戦
争
と
さ
か
き
」
を
開
催
、
町

在
住
の
方
か
ら
提
供
さ
れ
た
貴
重
な

当
時
の
史
料
な
ど
を
展
示
し
た
。
山

村
町
長
は
追
悼
の
式
辞
で
企
画
展
に

展
示
さ
れ
た
戦
没
者
宛
て
の
短
歌
を

紹
介
し
「
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ

た
平
和
と
繁
栄
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
心
豊
か
で
美
し
い

郷
里
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。

義
理
の
兄
を
戦
病
死
で
亡
く
さ
れ

た
と
い
う
南
条
在
住
の
女
性
は
毎
年

出
席
し
て
お
り
「
昔
は
遺
族
会
で
旅

行
に
行
っ
た
り
、
追
悼
式
で
は
詩
吟

や
舞
も
あ
っ
た
が
今
は
や
る
人
が
い

な
く
な
っ
た
。
遺
族
会
も
解
散
し
て

し
ま
い
寂
し
い
け
れ
ど
し
ょ
う
が
な

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

戦
後
80
年

坂
城
町
戦
没
者
追
悼
式

２
０
２
８
年
に
開
催
さ
れ
る
信
州
や
ま
な
み

国
ス
ポ
と
全
障
ス
ポ
の
千
曲
市
実
行
委
員
会
で

は
、
11
月
５
日
と
６
日
、
千
曲
市
役
所
で
第
１
回

の
専
門
委
員
会
（
総
務
企
画
・
宿
泊
衛
生
・
競

技
式
典
・
輸
送
交
通
）
を
開
催
し
た
。
各
専
門

委
員
会
で
は
役
員
と
専
門
委
員
の
紹
介
に
続

き
、
両
大
会
の
概
要
の
説
明
と
基
本
計
画
の
審

議
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
信
州
や
ま
な
み

国
ス
ポ
で
は
各
競
技
の
会
期
案
が
決
定
し
、
12
月

の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
国
ス
ポ
委
員
会
で
正
式

に
決
定
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
（
案
に
よ
る

と
千
曲
市
開
催
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
28
年
10
月
２

日
～
６
日
。
新
体
操
を
含
む
体
操
は
９
月
９
日

～
18
日
）
。

千
曲
坂
城
消
防
本
部

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
と
長
野
県
警
察

が
連
名
で
表
彰
を
行
う
「
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰
」
の
伝
達

式
が
県
内
各
警
察
署
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
表
彰

は
職
場
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
・
違
反
防
止
に
成

果
を
上
げ
た
事
業
所
が
対
象
で
、
今
回
は
令
和

７
年
第
二
期
（
５
月
～
８
月
）
の
表
彰
。

千
曲
署
管
内
で
は
Ａ
Ｕ
Ｋ
プ
レ
ー
ト
㈱
が
金

賞
、
㈱
ユ
ニ
オ
ン
プ
レ
ー
ト
と
日
精
樹
脂
工
業

㈱
が
銅
賞
を
受
賞
し
、
11
月
10
日
に
同
署
内
で
伝

達
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

千
曲
警
察
署

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰

小川市長による開催市のあいさつ

千曲中央病院病院祭での展示（11/2）

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ

千
曲
市
実
行
委
員
会

第
１
回
専
門
委
員
会
を
開
催

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
11
／
９
～
15
）登はん訓練の公開（戸倉上山田消防署）

地
域
住
民
に
火
災
予
防
を
啓
発

坂
城
町
戦
没
者
追
悼
式

（
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

第１回総務企画専門委員会
（11月５日・千曲市役所301会議室）
委員長・戸倉上山田商工会 石井治郎会長

倉島重友さんと妻の千賀子さん
によるクロストーク
（11月16日）

作品名「飛ぶ」
紙本彩色屏風

千
曲
市
ア
ー
ト
ま
ち
か
ど
で
10
月
18
日

か
ら
11
月
16
日
ま
で
日
本
画
家
・
八
代
彩

さ
ん
の
展
示
会
「
八
代
彩
展

静
と
動

韻
と
陽
の
階
律
」
が
開
催
さ
れ
た
。
準
備

中
の
８
月
29
日
に
八
代
彩
さ
ん
が
急
逝
さ

れ
た
た
め
、
追
悼
の
個
展
と
な
っ
た
。

会
場
に
は
大
型
の
屏
風
７
隻
を
含
め
全

38
作
品
を
展
示
。
ま
た
、
今
回
の
個
展
の

た
め
に
収
録
し
た
八
代
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
も
会
場
内
で
流
さ
れ
た
。
１
階
に
は

八
代
さ
ん
の
弟
で
千
曲
市
名
誉
市
民
の
倉

島
重
友
さ
ん
や
美
友
さ
ん
、
父
・
丹
浪
さ

よ
し
と
も

ん
の
作
品
も
特
別
展
示
さ
れ
た
。
当
初
最

終
日
は
八
代
さ
ん
を
招
い
た
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
を
予
定
し
て
い
た
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
倉
島
重
友
さ
ん
と
妻
の
千
賀
子
さ
ん
が

来
場
し
、
故
人
の
思
い
出
や
日
本
画
の
魅

力
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ア
ー
ト
ま
ち
か
ど

八
代
彩
展

や

し

ろ

さ

い

静
と
動

韻
と
陽
の
階
律



経
歴
の
紹
介

私
は
こ
こ
千
曲
市
の
八
幡
と
い
う
と
こ

ろ
の
出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
名
前
は

こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
和
田
信
貴
」

と
言
い
ま
す
。
信
貴
っ
て
い
う
名
前
は
で

す
ね
、
信
州
を
貴
ぶ
っ
て
い
う
意
味
な
ん

た
っ
と

で
す
よ
。
父
親
が
か
な
り
無
茶
振
り
だ
と

思
う
ん
で
す
け
ど
も
（
笑
）
母
は
安
曇
の

方
で
す
か
ら
、
両
親
と
も
に
信
州
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
血
は
１
０
０
％
な
ん
で

故
郷
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て
こ
れ
ま

で
ほ
ぼ
60
年
ほ
ど
の
人
生
を
歩
ん
で
き

た
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
紹
介
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
昭
和

の
終
わ
り
に
旧
建
設
省
、
今
の
国
土
交
通

省
に
入
り
ま
し
た
。
約
40
年
勤
め
て
、

１
年
前
の
７
月
に
事
務
次
官
と
い
う
職
を

最
後
に
退
職
し
て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
の
所
管
分
野
は
非
常
に
幅
広
く
ご
ざ
い

ま
す
。
時
間
も
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
お
話
し
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
曲
市
の
交
通
行
政
の
状
況

ま
ず
道
路
の
分
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高

速
道
路
関
係
が
、
割
と
お
付
き
合
い
の
最

初
の
頃
か
ら
長
か
っ
た
の
か
な
と
、
姨
捨

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
辺
り
か
ら
本
格

的
に
い
ろ
ん
な
お
話
を
こ
の
地
域
の
方
々

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
姨
捨
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
自
体
は
、
平
成
の
17
年
に
社
会

実
験
と
い
う
形
で
始
ま
っ
て
常
設
化
し
ま

し
た
。
今
で
も
本
当
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
の
で
。
ま
だ
フ
ル
規
格
化
と
い
う
課

題
は
も
ち
ろ
ん
残
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

平
成
30
年
の
時
に
我
々
も
「
と
に
か
く

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
24
時

間
化
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
し
ば
ら
く
し
ま
し
て
、
屋
代
の
方

の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
で
す
ね
、
こ
れ
も

２
年
前
で
す
か
。
国
土
交
通
審
議
官
の
時

に
準
備
段
階
調
査
と
い
う
の
を
国
交
省
で

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
実
際

に
も
う
作
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
調
査
し
て
い
く
も
の
で
す
か
ら
、
事
業

化
と
言
っ
て
い
い
よ
う
な
段
階
で
す
。

千
曲
川
の
流
域
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

辺
あ
る
意
味
水
害
と
か
災
害
に
つ
い
て
は

気
に
な
る
土
地
柄
で
あ
る
の
も
残
念
な
が

ら
事
実
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
更
埴

イ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
は
、
屋
代
イ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
に
比
べ
る
と
、
や
は
り
水
害
な

ん
か
が
あ
っ
た
時
に
は
心
配
な
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
し
。
ま
た
更
埴
の
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
の
形
が
特
に
大
き
な
車
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
使
う
の
に
苦
労
す
る
と
。
別
に

決
し
て
危
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
過
去
に
も
事
故
が
あ
っ
た

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
あ
あ
い
っ
た
と
こ
ろ
で
新
し
く
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
と
い
う
形
で
。
も
ち
ろ
ん
お

金
が
か
か
り
ま
す
し
、
ご
地
元
の
ア
ク
セ

ス
道
路
や
何
か
の
ご
負
担
が
あ
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
地
域
に
と
っ
て
非
常
に
意
味

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
、

令
和
５
年
の
新
規
事
業
化
と
い
う
こ
と
に

踏
み
切
っ
て
い
っ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

道
路
を
整
備
す
れ
ば
必
ず
企
業
が
張
り

付
く
と
い
う
ほ
ど
世
の
中
簡
単
で
は
な
い

の
も
事
実
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た

準
備
、
整
備
を
し
な
い
と
ス
タ
ー
ト
地
点

に
立
て
な
い
と
い
う
の
も
こ
れ
も
ま
た
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
や
る
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
し
か
展
開
し
て
い
か
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
全
体
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
そ
し
て
そ

の
先
に
あ
る
企
業
誘
致
、
物
流
の
誘
致
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
も
こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
と
ま
た
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
話
で
言
い
ま
す
と
、
国
道
18

号
の
バ
イ
パ
ス
で
す
ね
。
今
そ
れ
こ
そ
八

幡
の
辺
り
の
と
こ
ろ
だ
け
開
通
し
て
い
て
、

私
の
地
元
だ
か
ら
や
っ
た
訳
じ
ゃ
も
ち
ろ

ん
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
（
笑
）、
中

途
半
端
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
稲
荷
山

の
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
も
い
ろ
い
ろ
地
下

掘
っ
た
ら
出
て
き
て
し
ま
っ
た
り
、
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
難
し
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と

で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

だ
い
た
い
目
処
が
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
っ
ち
の
方
が
ま
ず
先
に
開
い

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
坂
城
の
方
の
と
こ

ろ
も
鋭
意
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
っ
ち

も
時
間
は
ま
だ
少
し
か
か
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
時
間
の
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

道
路
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
全
部
と
い

う
か
、
つ
な
が
っ
て
初
め
て
効
果
が
あ
り

ま
す
。
当
た
り
前
で
す
よ
ね
、
真
ん
中
だ

け
と
か
端
っ
こ
だ
け
だ
と
意
味
が
な
い
で

す
か
ら
。
財
政
再
建
み
た
い
な
こ
と
を
言

わ
れ
て
久
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
国
交

省
も
「
と
に
か
く
金
大
事
に
使
え
」
と

「
使
っ
た
分
だ
け
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

に
し
ろ
」
と
強
く
財
政
当
局
か
ら
言
わ
れ

続
け
て
き
て
。
そ
う
す
る
と
で
す
ね
、
な

る
べ
く
早
く
供
用
で
き
る
と
こ
ろ
、
そ
し

て
供
用
で
き
る
と
こ
ろ
の
区
間
を
工
事
し

た
ら
、
そ
の
区
間
を
と
に
か
く
早
く
作
り

上
げ
て
、
そ
こ
が
ま
た
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
次
の
区
間
へ
行
く
と
い
う
仕
事
の
仕

方
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
に
こ
の

18
号
バ
イ
パ
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
日
本

全
国
ど
こ
で
も
そ
う
い
う
考
え
方
を
や
っ

て
い
ま
す
。
18
号
バ
イ
パ
ス
ク
ラ
ス
に
な

る
と
大
体
１
キ
ロ
作
る
の
に
で
す
ね
、
場

所
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
50
億
円
く

ら
い
か
か
り
ま
す
。
結
構
な
金
額
で
す
よ

ね
。
18
号
バ
イ
パ
ス
な
ん
か
は
高
速
道
路

ほ
ど
じ
ゃ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
１
キ
ロ

数
十
億
と
い
う
単
位
で
か
か
っ
て
き
ま
す

の
で
、
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
大
事
に
大
事
に

使
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
な
と
。

深
刻
な
人
口
減
少
問
題

国
交
省
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
は
、
話
を

し
だ
す
と
キ
リ
が
な
い
が
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
く
ら
い
に
し

て
お
い
て
。
こ
れ
か
ら
の
千
曲
地
域
と
い

う
こ
と
で
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
方

で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
中
で

視
点
と
し
て
持
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
３
つ

ほ
ど
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
つ
は
で
す
ね
、
こ
れ
は
言
い
古
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
若
年
層

が
減
っ
て
い
る
。
特
に
若
年
の
女
性
で
す

ね
、
こ
う
い
っ
た
方
が
減
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
そ
れ
と
、
高
齢
層
と
の
あ
る
意

味
考
え
方
が
か
な
り…

分
断
と
は
言
い
ま

せ
ん
、
断
絶
と
も
言
い
ま
せ
ん
が
、
か
な

り
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
間
が
広
が
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
な
ん
か
今
61
歳
で
す
か
ら
還
暦

過
ぎ
て
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
１
年

目
の
赤
子
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
若
い
人
か
ら
す
る
と
で
す
ね
、
全

く
違
っ
た
価
値
観
を
持
っ
て
い
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
反
省
も
込
め

て
申
し
上
げ
る
ん
で
あ
り
ま
す
。

日
本
全
体
で
言
っ
て
も
、
出
生
数
は
も

の
す
ご
い
減
っ
て
い
ま
す
。
も
う
ご
存
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
去
年
１
年
間
で
日
本

全
国
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
68
万
人

し
か
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
た
ぶ
ん
65
万

人
割
り
ま
す
。
１
０
０
万
人
初
め
て
割
っ

た
の
は
２
０
１
６
年
で
す
が
、
９
年
間
で

３
分
の
２
に
減
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
す

ご
い
減
り
方
で
す
よ
ね
。
そ
の
昔
見
て
み

ま
す
と
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
１
９
４
９

年
に
生
ま
れ
た
２
７
０
万
人
で
す
。
４
分

令和７年(２０２５年) １２月１日発行 第７１号４面 【特別紙面】

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
で
は
ち
く
ま
未
来
戦
略
サ
ロ
ン
・
特
別

講
演
会
を
10
月
25
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
千
曲
市
八
幡
の
ご
出
身
で

昨
年
ま
で
国
土
交
通
省
事
務
次
官
を
務
め
ら
れ
た
和
田
信
貴
さ
ん
で
す
。
国
土
交

通
省
が
所
管
す
る
様
々
な
国
の
行
政
事
務
の
紹
介
と
と
も
に
、
千
曲
地
域
に
お
け

る
課
題
と
展
望
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

千
曲
地
域
と
国
土
交
通
行
政

ち
く
ま
未
来
戦
略
サ
ロ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
32

講
師

前
・
国
土
交
通
省
事
務
次
官

和
田
信
貴
さ
ん
（
千
曲
市
出
身
）

和
田
信
貴
さ
ん

国
道
１
８
号
バ
イ
パ
ス

（
稲
荷
山
～
塩
崎
区
間
）

■
講
演
で
は
道
路
以
外
の
国
交
省

所
管
業
務
も
紹
介
。
和
田
さ
ん
が

事
務
次
官
当
時
に
経
験
し
た
能
登

半
島
地
震
へ
の
対
応
や
、
国
土
交

通
省
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
「
Ｔ

Ｅ
Ｃ‐

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」
の
活
動
内

容
、
地
震
や
豪
雨
等
の
災
害
予
知

の
難
し
さ
な
ど
に
話
が
及
ん
だ
。



の
１
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
年

生
ま
れ
た
方
、
去
年
生
ま
れ
た
方
の
数
と

い
う
の
は
、
外
国
人
は
別
で
す
け
ど
途
中

で
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
も

う
こ
の
人
た
ち
で
ど
う
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
し
か
な
い
ん
で
す
ね
。

長
野
県
内
の
状
況

例
え
ば
、
長
野
県
の
中
で
見
て
み
ま
す

と
、
今
年
の
４
月
で
０
歳
の
方
、
１
万
２

７
５
人
、
ち
ょ
う
ど
１
万
人
く
ら
い
で
す
。

若
い
人
の
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
見
て
い
く

と
、
大
体
高
校
生
ま
で
は
地
元
に
い
る
人

が
多
く
て
、
そ
こ
か
ら
専
門
学
校
行
っ
た

り
大
学
行
っ
た
り
し
て
、
東
京
と
か
違
う

場
所
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。
私
が
仕
事
を

始
め
た
頃
は
、
東
京
へ
出
て
い
く
と
１
回

出
る
け
れ
ど
も
、
東
京
か
ら
学
校
を
卒
業

し
て
戻
っ
て
く
る
人
も
多
少
多
か
っ
た
し
、

さ
ら
に
言
う
と
、
１
回
東
京
で
就
職
し
た

け
ど
、
30
歳
直
前
く
ら
い
で
戻
っ
て
く
る
。

35
歳
く
ら
い
ま
で
戻
っ
て
く
る
人
も
、
そ

れ
な
り
に
い
て
人
口
の
動
き
が
あ
る
。
出

入
り
が
多
少
帳
消
し
に
な
っ
た
。

今
の
長
野
県
の
数
字
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
か
。
17
歳
の
人
は
長
野
県
に
１
万
８
４

９
７
人
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
分
生
ま
れ
た

人
数
の
方
が
、
こ
の
ま
ま
大
体
高
校
ま
で

来
て
い
る
。
17
歳
で
す
か
ら
高
校
２
年
生

で
す
ね
。
こ
れ
が
そ
の
後
、
学
校
で
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
24
歳
の
時
は
１

万
２
９
５
１
人
。
６
千
人
も
減
っ
て
い
る

ん
で
す
。
戻
っ
て
き
て
い
る
数
が
少
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
24
歳
は
男
性
と

女
性
で
、
男
性
の
方
が
１
０
０
０
人
も
多

い
。
と
に
か
く
女
性
が
少
な
い
。
60
歳
過

ぎ
て
ま
た
戻
っ
て
く
る
人
は
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
若
い
と
こ
ろ
で
戻
っ
て
く
る

と
い
う
の
は
、
35
歳
く
ら
い
ま
で
見
れ
ば

大
体
戻
り
切
る
ん
で
す
。
本
当
に
20
歳

の
と
こ
ろ
の
女
性
が
少
な
い
と
い
う
の
は

顕
著
に
出
て
い
ま
す
。

世
代
間
の
意
識
の
違
い

ず
っ
と
見
て
て
思
っ
て
き
た
の
は
、
や
っ

ぱ
り
30
歳
代
以
下
の
人
と
我
々
の
世
代

く
ら
い
の
人
、
そ
れ
か
ら
上
の
人
と
い
う

の
の
考
え
方
の…

ま
あ
分
断
っ
て
言
葉
が

よ
く
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
違
い
と
い
っ

た
の
は
想
像
以
上
に
大
き
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
は
東
京
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
け
ど
も
、
東
京
だ
け
の
話
じ
ゃ

な
い
と
思
い
ま
す
。
全
体
的
に
は
30
年

間
日
本
経
済
、
デ
フ
レ
経
済
で
停
滞
し
て

き
た
中
で
、
就
職
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た

人
が
多
い
で
す
。
そ
こ
に
き
て
急
激
な
物

価
高
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
や
っ

ぱ
り
若
い
人
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
と
し
て
当

局
、
大
き
な
組
織
が
言
う
こ
と
っ
て
信
じ

ら
れ
な
い
。
待
つ
と
か
堪
え
る
と
か
、
そ

こ
ら

ん
な
こ
と
し
た
っ
て
無
意
味
だ
。
な
い
し

は
、
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
。
だ
か
ら
自
分

の
本
当
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
ど
う
し
て
も

関
心
が
集
ま
る
、
と
い
う
の
は
ま
ず
潜
在

的
に
は
す
ご
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
か
ス
マ
ホ
で
す
ね
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
い
ま
す
か
、

ス
マ
ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
相
当
ま

た
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
の
接
し
方

ス
マ
ホ
世
代
っ
て
の
は
多
分
今
後
続
い

て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
か
が
な
も
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

自
分
た
ち
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
い
く
し
か

多
分
な
い
し
、
そ
う
で
な
い
と
採
用
で
き

ま
せ
ん
し
、
地
域
社
会
も
ち
ゃ
ん
と
回
っ

て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
そ

う
い
う
ス
マ
ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
故
っ

て
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
か
、
指
示
待
ち

み
た
い
な
こ
と
は
非
常
に
多
く
、
言
わ
れ

た
こ
と
を
や
る
と
い
う
か
。
そ
れ
は
や
っ

ぱ
り
だ
い
ぶ
昔
と
は
違
っ
て
い
る
な
と
は

思
い
つ
つ
も
、
で
も
そ
れ
に
あ
る
程
度
合

わ
せ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
な
と
。

そ
う
し
な
い
と
「
指
示
が
な
か
っ
た
か
ら

で
き
ま
せ
ん
」
と
か
「
指
示
が
い
い
加
減

だ
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
」
と
か
な
ん
と

か
と
い
う
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
。

地
域
社
会
で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
い
う

ふ
う
に
は
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
何
が
起
き
る
か
と
い
う
と
、
こ
の

地
域
社
会
に
は
居
づ
ら
い
か
ら
出
て
い
く

と
い
う
行
為
。
若
い
人
た
ち
は
別
に
出
て

い
く
と
い
う
選
択
肢
を
常
に
持
っ
て
い
る

ん
で
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
実
は
さ
っ
き

言
っ
た
よ
う
な
人
口
構
成
で
す
と
、
残
さ

れ
た
方
が
困
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
会
社
で

も
国
交
省
で
も
そ
う
な
ん
で
す
。
組
織
が

持
っ
て
い
る
方
が
困
っ
て
い
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
る
程
度
合
わ
せ
て
い

く
し
か
な
い
。

女
性
が
東
京
に
出
て
行
く
理
由

本
当
に
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

人
じ
ゃ
な
く
て
で
き
る
と
こ
ろ
を
考
え
て

い
か
な
い
と
、
も
う
回
ら
な
く
な
っ
て
い

る
な
と
い
う
の
は
、
東
京
で
も
そ
う
い
う

感
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
若
い
人
の
話

を
し
ま
し
た
が
、
若
い
女
性
の
話
は
な
お

さ
ら
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
は
っ
き
り
出
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
す
ご
く
立
派
な
こ
と

を
し
た
い
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
っ

ぱ
り
自
分
の
人
生
の
生
き
が
い
と
か
、
や
っ

た
仕
事
、
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
た
い
と

か
。
い
わ
ゆ
る
嫁
業
、
家
事
、
こ
ん
な
こ

よ
め

と
ば
っ
か
り
や
る
の
は
嫌
だ
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
る
。
私
は
地
方
創
生
の
仕
事

も
し
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
表
で
は
や
っ

ぱ
り
東
京
に
行
く
理
由
は
、
楽
し
い
も
の

が
な
い
か
ら
と
か
、
就
職
先
が
な
い
か
ら

と
か
言
う
ん
で
す
が
、
個
別
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
取
り
方
を
面
接
官
に
面
接
し
て
も
ら

う
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と
を
言
わ

れ
る
方
は
そ
れ
な
り
に
結
構
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
や
は
り
地
域
の
閉
塞

性
を
感
じ
て
東
京
に
来
て
そ
の
ま
ま
東
京

に
残
っ
て…

も
ち
ろ
ん
こ
う
い
う
人
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
う
人
も
一
定
程
度
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
の
現
状

そ
れ
か
ら
２
つ
目
は
で
す
ね
、
こ
れ
か

ら
先
、
ま
す
ま
す
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト
と
い

う
の
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
進
ん
で
ま
す
。
さ
っ

き
国
交
省
で
も
国
会
の
答
弁
や
な
ん
か
の

草
案
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
、
と
申
し
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
も
で
す
ね
、

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば

税
務
調
査
。
Ａ
Ｉ
に
あ
ら
か
じ
め
覚
え
さ

せ
て
お
い
て
、
や
ば
そ
う
な
企
業
の
特
性
っ

て
い
う
の
は
当
然
あ
る
訳
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
弾
か
れ
る
訳
で
す
。
で
、
税
務
調
査

に
「
こ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
Ａ
Ｉ
か
ら
指
示
が
出
る
と
。
国
税
庁

も
Ｉ
Ｔ
の
専
門
職
を
採
り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
く
ら
い
や
っ
ぱ
り
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
物
流
倉
庫
な
ん
か
も
新

し
い
や
つ
が
、
本
当
に
自
動
の
仕
分
け
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
全
部
動
い
て
物
を
配
置
し
て
、

そ
れ
も
い
ろ
ん
な
情
報
管
理
の
シ
ス
テ
ム

と
連
動
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
普
通
の
事
務
と
か

Ｏ
Ｌ
と
か
、
も
う
死
語
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
普
通
に
安
定
し
た
仕
事
と
い

う
の
は
、
こ
れ
は
別
に
地
方
だ
け
で
な
く
、

東
京
も
含
め
て
ど
ん
ど
ん
な
く
な
り
ま
す
。

本
当
に
経
営
判
断
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
、

い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
建
設
業
と
か
農

業
と
か
、
食
品
と
か
介
護
と
か
、
こ
う
い

う
本
当
に
現
場
の
と
こ
ろ
の
仕
事
と
い
う

の
は
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
処
遇
も
改
善

し
て…

多
分
必
然
的
に
改
善
さ
れ
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
域
社
会
の
中

で
の
認
知
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す
。

人
が
一
番
大
事

こ
れ
は
３
つ
目
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
最
終
的
に
は
、
地
域
で
頑
張
る

人
こ
そ
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
自
ら
労
を

厭
わ
ず
、
動
い
て
人
と
人
と
の
調
整
を
す

い
とる

と
い
う
。
こ
う
し
た
ら
い
い
な
と
い
う

の
は
、
ど
こ
の
地
域
で
も
、
そ
れ
な
り
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ

ぱ
り
最
後
ま
と
め
る
、
動
く
、
一
緒
に
や
っ

て
い
こ
う
よ
と
い
う
人
が
い
る
地
域
は
、

い
ろ
い
ろ
見
て
い
て
大
体
成
功
し
て
い
ま

す
。
観
光
で
も
、
普
通
の
地
域
の
町
づ
く

り
で
も
、
最
後
は
人
だ
な
と
い
う
の
は
、

こ
れ
を
そ
う
言
っ
た
ら
元
も
子
も
な
い
よ

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が…

さ
っ

き
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
を
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
、
最
後
そ
の
場
で
、

ど
れ
だ
け
誰
が
頑
張
っ
て
、
一
緒
に
や
っ

て
い
こ
う
か
、
地
域
全
体
で
ま
と
ま
っ
て

や
っ
て
い
く
以
外
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
核
と
な
る
人
が
本
当
に
い
て
や
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
大
事
だ
と
。

官
と
民
の
連
携
を

私
は
や
っ
ぱ
り
、
民
間
で
の
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
民
間
の
取
り
組
み
と
い

う
の
は
、
行
政
が
し
っ
か
り
と
支
え
る
。

そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
も
す
ご
く
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
で
す
ね
、
よ
く

あ
る
議
論
は
、
な
ん
で
こ
の
民
間
の
事
業

に
だ
け
支
援
す
る
ん
だ
と
か
、
て
こ
入
れ

す
る
ん
だ
、
と
い
う
声
が
出
て
き
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
を
言
っ
て
い
る
と
、
結
局

何
も
進
ま
な
い
し
、
良
い
こ
と
が
潰
れ
て

い
き
ま
す
。
悪
平
等
に
な
っ
て
く
る
。
政

治
の
世
界
で
は
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
、
頑
張
っ

た
と
こ
ろ
は
頑
張
っ
た
な
り
の
報
わ
れ
方
。

そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
次
に
つ
な
が
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
と
か
地
域
づ
く
り
は
公
だ
け

の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
で
は
当
然
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
や
っ
ぱ
り
う
ま
く
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
民
の
力
が
し
っ
か
り

あ
っ
て
、
そ
こ
に
う
ま
く
効
果
が
絡
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
了
）

令和７年(２０２５年) １２月１日発行 第７１号５面 【特別紙面】
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講
演
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
た

■
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
で
は

講
演
内
容
を
収
録
し
た
動
画
を
後
日
公
開

す
る
予
定
で
す
。
改
め
て
機
構
の
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
通
知
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
長
野
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送

局
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
講
演
会

の
一
部
の
と
和
田
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
配
信
さ
れ
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
映
像
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
Ａ
Ｃ



令和７年(２０２５年) １２月１日発行 第７１号６面 【企業・団体】

11
月
21
日
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
の
開
発
製
造

メ
ー
カ
ー
長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
（
本
社
・
内

川
）
は
記
者
会
見
を
行
い
、
２
年
連
続
で
決
算

賞
与
を
社
長
以
下
役
員
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
社

員
の
20
人
全
員
に
30
万
円
支
給
し
た
と
発
表
し

た
。
会
見
に
臨
ん
だ
佐
藤
義
雄
社
長
に
よ
る
と

「
こ
こ
数
年
会
社
の
売
り
上
げ
、
利
益
と
も
に

非
常
に
良
い
数
字
が
出
た
」
と
い
い
、
今
年
10

月
決
算
が
昨
年
よ
り
大
幅
に
伸
長
す
る
見
通
し

と
の
こ
と
。
対
前
年
比
で
売
上
は
１
５
０
％
、

利
益
は
２
０
０
％
増
加
し
た
。

水
素
還
元
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
な
ど
同
社
で
強
み
を
持
つ
水
処
理
の
分
野

つ
い
て
は
来
年
か
ら
積
極
的
に
海
外
進
出
を
計

画
し
て
い
る
。
韓
国
で
の
営
業
所
設
置
や
イ
ン

ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
も
飲
み
水
の
需
要
を

見
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
海
外
で
は
ド
イ
ツ
に
向
け

て
浄
水
器
に
入
れ
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
供
給
し

て
い
た
が
「
今
後
は
パ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
装
置

の
完
成
品
を
送
り
込
み
た
い
（
佐
藤
社
長
）
」

と
戦
略
の
見
通
し
を
語
っ
た
。

市
職
員
と
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
話
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
千

曲
市
が
共
同
で
開
催
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

で
は
異
業
種
の
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年

か
ら
自
治
体
も
交
え
た
形
に
発
展
。
今
年
は

千
曲
市
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
２
回
に
わ

た
る
Ｗ
Ｓ
で
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
合
う
。

11
月
21
日
、
千
曲
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
て
と
て
」
で
開
催
さ
れ
た
１
回
目
の
Ｗ
Ｓ

に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ

の
県
内
企
業
・
団
体
（
エ
ム
ケ
ー
精
工
㈱
、

信
濃
毎
日
新
聞
㈱
、
長
野
県
信
用
組
合
、
長

野
都
市
ガ
ス
㈱
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
㈱
）
が

参
加
。
千
曲
市
の
職
員
も
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。

最
初
に
現
在
千
曲
市
が
抱
え
る
課
題
か
ら

複
数
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
市
の
職
員
か
ら

内
容
を
説
明
。
各
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
中
か
ら

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
若

者
・
女
性
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
選
択
し
た
。
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
課
題
の
分
析
、
解
決
に
向
け
た
方
策
を

検
討
し
て
最
後
に
発
表
を
行
っ
た
。

今
回
参
加
し
た
職
員
や
企
業
の
社
員
ら
は
20

代
か
ら
30
代
の
若
手
が
中
心
。
Ｗ
Ｓ
の
事
務
局

を
務
め
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
長
野
支
店
の
村
瀬

輝
光
課
長
は
「
民
間
と
行
政
の
交
流
の
場
は

あ
ま
り
無
い
が
、
自
治
体
が
参
加
す
る
こ
と

で
課
題
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
。
参
加
者
が
若
い
の
で
将
来
に

わ
た
る
人
脈
形
成
と
い
う
意
味
で
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
は
」
と
話
し
た
。
今
回
の
課

題
を
持
ち
帰
り
、
来
年
１
月
に
同
社
長
野
支

店
で
２
回
目
の
Ｗ
Ｓ
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

異
業
種
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

県
内
企
業
と
市
役
所
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

佐藤義雄社長
（会場︓長野セラミックスショールーム）

長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

２
年
連
続
３
０
万
円
賞
与
支
給

戸
倉
上
山
田
商
工
会

令
和
７
年
度

永
年
勤
続
表
彰
式

11
月
19
日
、
戸
倉
上
山
田
商
工
会
は
会
員
企
業
に
勤
務
す

る
従
業
員
の
功
績
を
讃
え
る
永
年
勤
続
表
彰
を
執
り
行
っ

た
。
今
年
度
の
表
彰
者
は
全
部
で
８
つ
の
事
業
所
か
ら
20
年

勤
続
が
13
名
、
15
年
勤
続
が
３
名
、
10
年
勤
続
12
名
、
５
年

勤
続
６
名
の
合
計
34
名
。
10
年
以
上
の
勤
続
表
彰
は
長
野
県

商
工
会
連
合
会
と
の
連
名
の
表
彰
と
な
る
。
表
彰
後
、
表
彰

者
を
代
表
し
て
㈲
大
地
の
川
﨑
裕
也
さ
ん
（
20
年
勤
続
）
が

挨
拶
し
た
【
写
真
】
。

同
商
工
会
の
永
年
勤
続
表

彰
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

昨
年
ま
で
規
模
を
縮
小
し
て

い
た
が
、
今
回
は
５
年
ぶ
り

に
従
来
通
り
戸
倉
上
山
田
商

工
会
館
で
一
堂
に
会
し
て
行

わ
れ
、
式
の
後
に
は
食
事
会

も
催
さ
れ
た
。

今
年
１
月
よ
り
個
人
や
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
料
品
な

ど
を
支
援
が
必
要
な
人
に
配
布
す
る
取
り
組
み
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
フ
リ
ッ
ジ
（
公
共
の
冷
蔵
庫
）
」
を
始
め
た
更
埴

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
Ｌ
Ｃ
）
。
「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
ち
く

ま
」
で
は
杭
瀬
下
の
更
埴
Ｌ
Ｃ
事
務
所
内
に
提
供
さ
れ
た
食

料
品
や
日
用
品
を
保
管
・
管
理
し
て
い
る
【
写
真
・
上
】
。

こ
こ
ま
で
お
よ
そ
60
社
、
30
人
か
ら
の
提
供
を
受
け
て
お

り
、
40
人
程
の
登
録
者
が
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。
６
月
に

は
念
願
の
業
務
用
の
大
型
冷
蔵
庫
も
設
置
し
、
野
菜
な
ど
日

持
ち
し
な
い
食
料
品
も
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

11
月
11
日
に
は
市
内
八
幡
の
金
属
切
断
機
器
メ
ー
カ
ー
・

日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
か
ら
新
米
の
提
供
を
受
け
、
事
務
所
内

で
寄
贈
式
を
行
っ
た
。
同
社
で
は
今
年
、
千
曲
市
の
「
棚
田

貸
し
ま
す
制
度
」
を
利
用
し

て
社
員
が
姨
捨
で
農
作
業
を

行
い
、
棚
田
米
を
収
穫
し

た
。
今
回
そ
の
収
穫
し
た
ば

か
り
の
棚
田
米
（
30
キ
ロ
）

を
「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
ち
く

ま
」
に
寄
付
し
た
も
の
。
日

酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
事
業
本
部

の
神
尾
俊
行
さ
ん
は
「
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
今

年
度
か
ら
棚
田
米
作
り
に
参
加
し
た
。
支
援
を
必
要
と
さ
れ

る
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
述
べ
た
。
更
埴
Ｌ
Ｃ
で

は
今
回
の
棚
田
米
を
２
キ
ロ
ず
つ
小
分
け
に
袋
詰
め
し
て
提

供
す
る
予
定
。

同
Ｌ
Ｃ
で
定
期
的
に
千
曲
市
役
所
駐
車
場
で
実
施
し
て
い

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
寄
付
さ
れ
た
食
料
品
な
ど
も
「
み
ん

な
の
冷
蔵
庫
」
で
提
供
し
て
い
る
。
前
回
11
月
の
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
で
は
丸
善
食

品
工
業
、
テ
ー
ブ
ル

ラ
ン
ド
㈱
な
ど
４
社

か
ら
同
社
の
商
品
類

（
約
１
ト
ン
）
の
提

供
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
同
Ｌ
Ｃ
の

「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫

ち
く
ま
」
創
設
事
業

は
長
野
県
の
「
令
和

６
年
度
地
域
発

元

気
づ
く
り
支
援
金
」

の
知
事
特
別
表
彰
事

業
に
選
定
さ
れ
た
。

今
月
23
日
に
は
県
庁
で

表
彰
を
受
け
る
。

千
曲
中
央
病
院
で
病
院
祭
開
催

社
会
医
療
法
人
大
西
会
・
千
曲
中
央
病
院
は
11
月
２
日
、

院
内
を
開
放
し
て
病
院
祭
を
開
催
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
チ
ア
ダ
ン
ス
が
登
場
し
、
警
察
犬
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
消
防
署
、
自
衛
隊
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
た
。
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か

屋
代
高
校
の
生
徒
が
あ
ん
ず
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
を
販

売
し
た
。
ま
た
、
同
校
書
道
班
の
作
品
も
院
内
に
掲
示
さ
れ

た
。
屋
代
小
学
校
６
年
生
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
合
唱
と
宮
澤

賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
」
の
詩
を
朗
読
し
た

【
写
真
】
。
そ
の
ほ
か

骨
密
度
や
Ａ
Ｉ
の
ワ
ン

コ
イ
ン
検
診
に
、
ゲ
ー

ム
形
式
の
腹
腔
鏡
の
操

作
や
調
剤
薬
局
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
親
子
連
れ
な
ど
が

挑
戦
し
て
い
た
。

更
埴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
ち
く
ま
」

（
右
）
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

神
尾
俊
行
さ
ん

（
左
）
更
埴
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

山
口
和
紀
会
長

千曲市職員と民間の若手による
グループディスカッション

「みんなの冷蔵庫ちくま」は皆さまからご
提供（寄付）された食料品や日用品を更埴
ライオンズクラブ事務所内に設けた倉庫で
管理・保管し、支援を必要とされる方々に
都合の良い時に無料で取りに来ていただけ
る仕組みです。ご提供を希望する方、支援
を希望される方ともに登録制となっていま
すので、お気軽にお問い合わせ下さい。

更埴ライオンズクラブ
『みんなの冷蔵庫ちくま』

【問い合わせ先】
更埴LC 026-272-4500
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戸
倉
上
山
田
温
泉
で
は
温
泉
を

使
っ
た
公
衆
浴
場
が
７
軒
で
「
七

福
神
外
湯
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。

湯
め
ぐ
り
に
つ
い
て
は
当
初
は

旅
館
の
浴
場
も
利
用
す
る
予
定
で

い
た
が
公
衆
浴
場
以
外
で
の
日
帰

り
入
浴
は
条
例
に
よ
り
認
め
ら
れ

な
い
そ
う
だ
。
他
県
で
は
Ｏ
Ｋ
な

の
だ
が…

。

そ
こ
で
15
年
ほ
ど
前
か
ら
公
衆

浴
場
７
施
設
で
「
湯
め
ぐ
り
」
を

企
画
。

１
・
布
袋
尊
・
湯
の
華
銭
湯
瑞
祥

２
・
恵
比
寿
・
つ
る
の
湯

３
・
大
黒
天
・
湯
元
か
め
乃
湯

４
・
福
禄
寿
・
湯
の
さ
と
ち
く
ま

白
鳥
園

５
・
寿
老
人
・
戸
倉
国
民
温
泉

６
・
弁
財
天
・
万
葉
超
音
波
温
泉

７
・
毘
沙
門
天
・
戸
倉
観
世
温
泉

信
州
千
曲
観
光
局
や
各
施
設
に

置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
の
ス
タ
ン
プ

欄
に
施
設
ご
と
一
入
浴
に
つ
き
一

つ
の
ス
タ
ン
プ
押
印
で
、
７
つ
集

ま
る
と
信
州
千
曲
観
光
局
で
記
念

品
を
贈
呈
す
る
。

千
曲
川
の
左
岸
は
戸
倉
上
山
田

温
泉
、
右
岸
は
新
戸
倉
温
泉
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
千
曲
川
の
流
れ

の
下
に
は
断
層
が
あ
り
若
干
感
じ

る
湯
質
が
違
う
よ
う
だ
。

ま
た
、
左
岸
の
施
設
で
は
上
山

田
温
泉
㈱
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る

温
泉
で
も
源
泉
か
ら
の
距
離
の
影

響
を
受
け
微
妙
に
湯
質
が
違
う
と

感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
瑞
祥
は
上

山
田
温
泉
㈱
と
千
曲
温
泉
㈱
２
カ

所
か
ら
の
給
湯
を
受
け
内
湯
と
露

天
風
呂
と
異
な
る
源
泉
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
湯
質
の
微

妙
な
違
い
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

併
せ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
。
毎

年
記
念
品
を
受
け
取
る
人
が
増
え

て
い
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。
各

施
設
の
入
浴
料
は
変
更
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」

第
１
９
回

昨
年
度
よ
り
坂
城
町
の
地
域
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
長
野
県
立
大
学
・
発
信
力
ゼ
ミ

Ⅱ
が
11
月
22
日
、
町
内
の
史
跡
や
人
気
ス

ポ
ッ
ト
を
訪
問
し
た
。
昨
年
に
続
い
て

テ
ー
マ
は
戦
国
武
将
「
村
上
義
清
公
」
。

義
清
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
地
域
の
歴
史

や
文
化
の
発
信
に
取
り
組
む
。
こ
の
日
は

ゼ
ミ
の
１
年
生
９
人
が
坂
木
宿
ふ
る
さ
と

歴
史
館
や
鉄
の
展
示
館
な
ど
を
訪
問
。
町

教
育
委
員
会
教
育
文
化
課
の
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
村
上
義
清
公
墓
所
や
菩
提

寺
の
満
泉
寺
な
ど
ゆ
か
り
の
場
所
も
取
材

し
て
貴
重
な
文
化
財
を
見
学
し
た
ほ
か
、

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
や
地
元
の
コ
ー

ヒ
ー
店
や
洋
菓
子
店
も
訪
れ
た
。

ゼ
ミ
生
の
千
葉
七
輝
さ
ん
と
田
村
優
芽

な
つ
き

ゆ

め

さ
ん
は
共
に
県
外
出
身
で
坂
城
町
に
来
る

の
は
初
め
て
。
町
の
印
象
に
つ
い
て
「
山

が
近
く
て
す
ご
く
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
。

紅
葉
が
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
話
す
。
昼
に

は
地
元
名
物
の
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
に
も
挑

戦
し
た
そ
う
だ
。
現
在
考
え
て
い
る
の
は

村
上
義
清
の
家
紋
を
使
っ
た
グ
ッ
ズ
の
開

発
だ
と
い
う
。
担
当
の
二
本
松
泰
子
教
授

に
よ
る
と
、
年
明
け
に
は
町
役
場
で
研
究

成
果
を
披
露
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

村上義清公墓所を
訪れた学生たち

昨
年
に
続
い
て
坂
城
町
で
県
千
曲
建
設
事
務
所
が

主
催
す
る
防
災
教
室
「
あ
つ
ま
れ
長
野
キ
ッ
ズ
！
防

災
わ
い
わ
い
塾
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
会
場
と

な
っ
た
村
上
小
学
校
で
は
体
育
館
に
１
年
生
か
ら
４

年
生
の
児
童
が
集
ま
り
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
、
水
害
や
地
震
の
恐
ろ
し

さ
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
模
型
を
使
っ
た
実
演
で

は
、
地
滑
り
や
土
石
流
、
土
砂
崩
れ
な
ど
を
解
説
。

実
際
に
子
ど
も
た
ち
自
身
が
模
型
を
動
か
し
て
、
災

害
発
生
の
仕
組
み
を
体
感
し
た
。
児
童
は
「
（
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
は
）
こ
わ
い
け
ど
面
白
か
っ
た
。

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

坂
城
町
で
「
ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
２
０

２
５
」
が
11
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
。
昨

年
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
や
猛
暑
の

影
響
で
ね
ず
み
大
根
の
生
育
が
悪
か
っ
た

こ
と
か
ら
中
止
が
続
い
て
お
り
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
年
も
猛
暑
で
雨

量
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
９
月
上
旬
の

収
穫
時
期
に
雨
が
降
っ
た
た
め
例
年
並
み

の
生
育
だ
と
い
う
。

ま
つ
り
当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
だ
っ
た

が
、
ね
ず
み
大
根
収
穫
会
場
の
イ
ン
タ
ー

線
沿
い
圃
場
で
は
開
催
時
刻
の
午
前
10
時

ほ

に
は
雨
も
上
が
り
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な

ど
が
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
訪
れ
て
い
た
。
参

加
費
は
１
０
０
０
円
で
、
用
意
さ
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
放
題
。
上
田
市
か
ら
来

た
と
い
う
男
性
は
「
い
つ
も
は
直
売
所
の

『
あ
い
さ
い
』
で
買
っ
て
い
た
が
、
今
年

初
め
て
参
加
し
た
。
お
ろ
し
て
そ
の
ま
ま

食
べ
る
の
が
好
き
」
と
話
し
て
い
た
。

販
売
会
場
の
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

『
あ
い
さ
い
』
で
は
ね
ず
み
大
根
の
ほ
か

キ
ノ
コ
や
お
や
き
な
ど
の
特
産
品
も
人
気

を
集
め
て
い
た
。
昼
か
ら
は
雨
脚
が
強
く

な
っ
た
も
の
の
、
信
州
58
町
村
収
穫
祭
大

使
の
塚
本
颯
来
さ
ん
と
タ
レ
ン
ト
の
森
青

そ

ら

葉
さ
ん
の
写
真
撮
影
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

盛
況
と
な
っ
て
い
た
【
写
真
・
右
下
】
。収穫会場（インター線沿いほ場）

坂井銘醸で新商品を発売
坂井銘醸株式会社（戸倉）は地元産のあんずを純米吟醸原酒に漬け

込んだオリジナルの杏酒「杏の吟醸酒２０２５」を11月８日に発売し
た。使用したあんずは同社従業員が６月に収穫
したものを選果し手洗いしたもの。３００ｍｌ
は２４０本、７２０ｍｌは１７８本の合計４１
８本の限定生産となっている。同社によると
「華やかな香りと純米吟醸ならではの柔らかな
余韻が続く」飲み口だという。価格は３００ｍ
ｌが２３５０円と７２０ｍｌが３８５０円（税
込）。問い合わせは坂井銘醸株式会社まで。

０２６−２７５
‐００３３
ＦＡＸ ０２６−
２７６−０８４９
（担当・吉澤）

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り

長
野
県
千
曲
建
設
事
務
所

防
災
教
室
（
村
上
小
学
校
）

11
月
３
日
、
中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
さ
か
き
町
フ
ェ
ス
」
が
催

さ
れ
た
。
今
回
が
初
め
て
の
開
催
で
「
坂
城
町
を
音
楽

で
満
た
す
会
」
に
よ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
７
組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
屋
外
テ
ン
ト

で
は
無
料
の
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
た
。
坂
城
小
学
校
の
合

唱
部
も
出
演
し
、
坂
城
小
１
５
０
周
年
記
念
曲
「
坂

城
っ
子
の
歌
～
輝
く
未
来
へ
～
」
や
、
フ
ェ
ス
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
「
ひ
か
り
の
さ
と
」
を
歌
っ
た
【
写
真
】
。

会
場
内
で
は
信
州
組

子
に
よ
る
組
子
細
工
や

五
寸
釘
ナ
イ
フ
づ
く
り

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
か
れ
た
ほ
か
、
屋
外

の
フ
ー
ド
＆
マ
ル
シ
ェ

は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
当
日
は
坂
木

宿
の
歴
史
を
学
ぶ
ま
ち

歩
き
も
実
施
さ
れ
た
。

長
野
県
立
大

坂
城
町
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
回
さ
か
き
町
フ
ェ
ス
開
催

（右）七福神湯めぐり
（左）七福神湯めぐり２

戸
倉
の
信
学
会
さ
ゆ
り
幼
稚
園
の
園
児
が
勤
労

感
謝
の
日
を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
て
日
ご
ろ
の
仕

事
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
11
月
20

日
、
年
長
の
園
児
22
人
は
小
松
教
育
長
と
面
会
、

「
い
つ
も
お
し
ご
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
言
葉
と
と
も
に
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
と
鉢
植
え

の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
手
渡
し
た
。
園
児
ら
は
役
所
の

窓
口
業
務
も
見
学
。
教
育
長
室
や
議
場
で
は
椅
子

に
座
っ
た
り
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
喜
ん
で
い
た
。

教
育
長
の
大
き
な
椅
子
に
座
る
園
児

園
児
た
ち
が
勤
労
に
感
謝

さ
ゆ
り
幼
稚
園

市
役
所
を
訪
問

モデルロケットを製作して実際に打ち上
げるイベント「千曲ロケットフェスティバ
ル」が11月22日に開催された。参加した
12人の子どもたちは午前中に上山田文化会
館で講義を受けてモデルロケットを組み立

てた。その後、萬
葉の里スポーツエ
リアに移動してロ
ケットを発射。カ
ウントダウンとと
もに晴れ渡った青
空を目がけて次々
とロケットが飛び
立っていった。
その後、会場で

は大型のロケット
エンジン（Ｊ型）
の燃焼実験も行わ
れた。

千曲ロケットフェスティバル
手作りロケットのこども科学教室
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地
域
の
人
た
ち
と
会
話
を
通
じ
た
世

代
間
交
流
を
す
る
試
み
「
ト
ー
ク

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
が
今
年
も
戸
倉
上

山
田
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。
体
育
館
で

１
年
生
の
生
徒
と
応
募
で
集
ま
っ
た
地

域
の
大
人
た
ち
は
二
重
の
輪
に
な
り
椅

子
に
座
っ
た
。
ト
ー
ク
開
始
前
に
は

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
み
で
誕
生
月
順
に
椅

子
に
座
っ
た
り
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
受
け

渡
し
し
て
一
周
す
る
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。

し
ゃ
べ
れ
な
い
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
難
し
さ
を
体
感
し
た
。

今
年
は
あ
ら
か
じ
め
募
集
し
た
質
問

の
中
か
ら
ト
ー
ク
テ
ー
マ
を
決
定
。

「
も
し
も
明
日
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な

い
と
し
た
ら
何
を
し
た
い
か
」
と
か

「
中
学
校
生
活
で
一
番
楽
し
い
こ
と
は

何
か
」
に
つ
い
て
相
手
を
代
え
な
が
ら

制
限
時
間
内
で
語
っ
た
。
最
後
の
テ
ー

マ
は
「
大
切
に
し
て
い
き
た
い
人
・
も

の
・
場
所
・
こ
と
」
。
生
徒
の
一
人
は

「
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

人
柄
が
好
き
。
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
で

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。
終
了
後
に

生
徒
た
ち
に
感
想
を
聞
く
と
「
色
ん
な

人
と
話
を
し
て
面
白
か
っ
た
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

チ
ー
ム
名

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
タ
ー
ズ

皆
さ
ん
は
、
「
川
ま
ち
づ
く
り
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
「
川
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
、
川
と
街
の
関
係
を
深
め
地

元
住
民
か
ら
観
光
客
の
方
々
が
集
え
る

場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
企
画
で
す
。
私

た
ち
は
そ
の
計
画
に
地
元
民
と
し
て
参

画
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
詳
し
く
現

状
を
知
る
た
め
、
都
市
計
画
課
の
方
々

に
お
話
を
聞
き
に
伺
い
ま
し
た
。
私
た

ち
学
生
も
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば

計
画
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
る
と
言
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
担
当
の
越
さ
ん
か
ら

は
「
大
雨
の
時
、
撤
去
で
き
る
も
の
が

よ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
頂
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ク
ラ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
り
周
辺
の
地
域
の
方
々
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
多

か
っ
た
意
見
は
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
ゆ
っ

く
り
休
め
る
机
や
椅
子
、
子
供
た
ち
が

遊
べ
る
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
で
し
た
。
こ

れ
ら
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目
指
せ

る
意
見
だ
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の
方

の
思
い
が
活
か
さ
れ
る
と
、
こ
の
計
画

も
盛
り
上
が
り
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企
画
提
案
書

を
作
成
し
、
都
市
計
画
課
の
方
々
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
地
域
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
と
き
に
一
番
感
じ
た
こ
と
は

認
知
度
の
低
さ
で
し
た
。
今
後
は
、
計

画
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
読
者
の

方
々
に
も
、
興
味
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

10
月
26
日
に
さ
ら
し
な
の
里
古
代
体
験
パ
ー
ク

で
予
定
さ
れ
て
い
た
「
第
31
回
さ
ら
し
な
の
里

縄
文
ま
つ
り
は
」
未
明
か
ら
の
雨
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
。
例
年
こ
の
ま
つ
り
は
晴
れ
る
こ
と

が
多
く
雨
で
中
止
に
な
る
の
は
珍
し
い
が
、
今

回
で
２
度
目
だ
と
い
う
。
縄
文
ま
つ
り
に
参
加

予
定
だ
っ
た
更
級
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
学
校

の
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
縄
文
集
会
」
に
参

加
。
祭
り
に
向
け
て
自
分
た
ち
で
作
っ
た
縄
文

時
代
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
秋
の
収
穫
に
感
謝

す
る
豊
穣
儀
礼
を
執
り
行
っ
た
。

さ
ら
し
な
のⅮ

里

縄
文
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
面
々
も

集
会
に
参
加
し
、

時
間
は
短
縮
と

な
っ
た
も
の
の
予

定
し
て
い
た
縄
文

ま
つ
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た

【
写
真
】
。

今
年
は
10
月
末
か
ら
11
月
に
か
け
天
候
が

不
安
定
で
、
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
10
月
26
日
は

前
日
か
ら
雨
の
予
報
で
白
鳥
園
広
場
で
開
催

予
定
の
「
第
５
回
ハ
ー
ト
の
ま
ち
（
市
）
ち

く
ま
」
、
屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
の
「
第
２

回
ワ
ク
ワ
ク
屋
代
駅
前
ふ
れ
あ
い
ホ
コ
天

パ
ー
ク
」
が
い
ず
れ
も
中
止
と
な
っ
た
。

11
月
９
日
の
第
19
回
千
曲
川
一
輪
車
チ
ャ

レ
ン
ジ
レ
ー
ス
も
、
雨
は
上
が
っ
た
も
の
の

路
面
が
滑
り
転
倒
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
中
止

に
。
参
加
予
定
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
千

曲
橋
の
下
で
抽
選

を
行
い
入
賞
者
用

の
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。
大
会

記
念
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
も
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
で
希
望
者

に
贈
呈
さ
れ
た

【
写
真
】
。

城
腰
公
民
館
で
は
「
キ
ャ
ッ
ス
ル

ハ
ッ
ス
ル
の
会
」
が
城
腰
地
区
の
高
齢

者
の
方
が
体
操
や
お
茶
会
な
ど
を
通
じ

て
交
流
で
き
る
城
腰
サ
ロ
ン
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。
10
月
30
日
に
は
上
山

田
小
学
校
の
児
童
と
の
交
流
会
を
企
画

し
た
。
４
年
生
の
児
童
た
ち
は
徒
歩
で

学
校
か
ら
公
民
館
へ
移
動
。
こ
の
日
の

た
め
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い

独
自
に
劇
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考

案
し
、
浦
島
太
郎
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
寸
劇
を
披
露
し
た
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
脚
で
ボ
ー
ル
を
け
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
、
手
作

り
の
釣
り
ゲ
ー
ム
の
２
種
類
。
遊
び
方

や
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
、
集
ま
っ
た
高

齢
者
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
歌

や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
最
後
は
全
員
で

合
唱
を
し
た
。
高
齢
者
か
ら
は
手
拍
子

が
起
こ
り
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。合唱する上山田小の４年生たち

千
曲
市
の
消
防
団
に
よ
る
「
千
曲
市
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
」

が
市
役
所
南
側
駐
車
場
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は

市
内
各
分
団
の
消
防
車
両
52
台
が
展
示
、
千
曲
坂
城
消
防
本

部
の
は
し
ご
車
や
救
急
車
の
ほ
か
地
震
体
験
車
（
震
源
く

ん
）
も
登
場
し
た
。
子
ど
も
向
け
に
車
両
へ
の
乗
車
体
験
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
消
防
車
か
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど

に
も
挑
戦
し
た
。
駐
車
場
で
は
消
防
用
ホ
ー
ス
の
展
張
体
験

や
放
水
体
験
に
も
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
て
い
た
。

市
庁
舎
内
で
は
Ａ
Ｒ
に
よ
る
水
害
や
火
災
の

疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
３
種
類
の
防
災

体
験
を
す
る
と
ガ
ラ
ポ
ン
で
非
常
用
ラ
イ
ト
や

ボ
ー
ル
ペ
ン
が
当
た
る
抽
選
会
も
実
施
し
た
。

防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
消
防
団

の
活
動
紹
介
や
非
常
食
の
試
食
の
ほ
か
、
千
曲

市
内
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
。
ま

た
、
午
前
と
午
後
の
２
回
、
ラ
ッ
パ
分
団
に
よ

る
演
奏
会
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
こ
も
れ
び
テ
ラ

ス
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
、
家
族
連
れ

な
ど
お
よ
そ
２
０
０
０
人
の
来
場
者
が
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
。

更
級
小
学
校

縄
文
集
会

戸
倉
上
山
田
中
学
校
３
年
５
組

総
合
的
な
学
習
の
時
間
②

市
内
の
消
防
団
が
集
結

千
曲
市
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
初
開
催

（
右
）
各
消
防
団
の
消
防
車
両

（
左
）
ラ
ッ
パ
分
団
に
よ
る
演
奏
会

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
雨
で
中
止
に

コミュニケーション力が問われる
ピンポン玉リレーのゲーム

ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

戸
倉
上
山
田
中
学
校

城
腰
サ
ロ
ン（
上
山
田
）

じ
ょ
う
よ
う

上
山
田
小
学
校
４
年
生
と

地
域
の
高
齢
者
が
交
流折り紙の生きものを釣り上げる

手作りの釣りゲーム

さ
ら
し
な
の
里
縄
文
ま
つ
り
は
中
止

地
域
も
私
も

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
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10
月
29
日
と
30
日
、
市
内
の
小
学
校
（
八
幡
小
、
東

小
、
更
級
小
、
治
田
小
）
で
日
本
の
伝
統
芸
能
・
能
を
学

ぶ
能
楽
教
室
が
開
か
れ
た
。
指
導
を
行
っ
た
の
は
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
の
観
世
流
能
楽
師
・
松
木
千
俊
さ
ん
と

ち
と
せ

市
内
で
能
楽
の
指
導
を
行
う
松
の
会
・
千
曲
市
謡
曲
連
合

会
の
皆
さ
ん
。
各
校
と
も
６
年
生
が
対
象
で
、
児
童
た
ち

は
能
の
紹
介
動
画
を
観
た
後
、
実
際
に
小
鼓
を
打
っ
て
み

こ
つ
づ
み

た
り
、
若
女
や
般
若
な
ど
の
面
（
お
も
て
）
を
着
け
る
体

わ
か
お
ん
な

験
を
し
た
。
そ
の
後
、
能
の
演
目
「
猩
々
」
を
手
本
に

し
ょ
う
じ
ょ
う

謡
（
う
た
い
）
の
稽
古
に
挑
戦
。
声
の
出
し
方
や
抑
揚
の

付
け
方
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。
今
年
の
能
楽
教
室
は
12

月
15
日
に
戸
倉
小
学
校
で
も
実
施
す
る
予
定
。

「
小
鼓
」
（
こ
つ
づ
み
）

の
打
ち
方
を
体
験
（
東
小
）

千
曲
市
内
小
学
校
能
楽
教
室

伝
統
芸
能
の
世
界
を
体
験

11月８日にカフェよろづやのオープンから９周年を
迎え、10月にリニューアルした萬屋ビルヂングで記念
イベントが執り行われた。店舗前歩道では恒例の楽市
楽座が開店したほか、記念式典で一重山太鼓の演奏も
行われた。１階にオープンした中華そば哲家でランチ
交流会も開かれた。また、隣りの屋代西沢書店２階で
は映画鑑賞会も行われ、上映後に盆踊りも催された。

よろづや９周年イベント（ちくまミライ合同会社）

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
の

旧
埴
生
町
立
埴
生
中
学
校
と
杭

瀬
下
中
学
校
の
統
合
か
ら
70
年

と
な
る
の
を
記
念
し
、
11
月
６

日
に
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ

た
。
体
育
館
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
同
校
卒
業
生
の
チ
ェ

ロ
奏
者
・
宮
坂
俊
一
郎
さ
ん
と

市
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
瀬

在
晶
子
さ
ん
に
よ
る
記
念
演
奏

会
が
開
か
れ
た
【
写
真
】
。

演
奏
の
演
目
は
サ
ン
・
サ
ー

ン
ス
の
「
白
鳥
」
、
バ
ッ
ハ
の

「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
」
の
ほ
か
、

日
本
の
楽
曲
か
ら
「
故
郷
」
の

作
曲
で
知
ら
れ
る
岡
野
貞
一
の

「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
と
石
川
啄
木

の
詩
に
越
谷
達
之
助
が
曲
を
付

け
た
「
初
恋
」
な
ど
。
演
奏
後

に
代
表
の
生
徒
か
ら
宮
坂
さ
ん

と
瀬
在
さ
ん
に
花
束
が
贈
呈
さ

れ
た
。

埴
生
中
学
統
合
70
周
年

記
念
式
典
＆

記
念
演
奏
会

９
周
年
記
念
式
典
の
様
子

千
曲
市
の
生
萱
の
皆
さ
ん
に
は
「
結
束
力
」
が
あ

る
。
そ
の
伝
統
と
歴
史
の
知
見
を
次
の
世
代
に
引
き
継

ご
う
と
努
力
し
て
い
る
。
快
晴
の
11
月
８
日
土
曜
日
、

中
学
の
同
級
生
に
誘
わ
れ
て
「
生
萱
歴
史
探
検
ツ

ア
ー
」
に
参
加
し
た
。
ツ
ア
ー
は
今
回
で
３
回
目
。
ツ

ア
ー
は
午
前
９
時
か
ら
本
誓
寺
橋
の
南
側
に
あ
る
佐
久

間
象
山
が
生
萱
の
地
で
大
砲
を
試
射
し
た
史
実
を
伝
え

る
記
念
碑
の
前
か
ら
始
ま
っ
た
。

企
画
し
た
「
生
萱
を
知
る
会
」
の
高
野
俊
彦
会
長
が

解
説
を
行
い
、
年
配
の
方
か
ら
壮
年
層
ま
で
お
よ
そ
30

人
、
女
性
も
10
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
生
萱
の
生
の
歴
史

に
触
れ
た
。

佐
久
間
象
山
（
「
し
ょ
う
ざ
ん
」
が
正
式
な
読
み
方

だ
が
、
地
元
で
は
「
ぞ
う
ざ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
）
は

江
戸
時
代
末
期
の
松
代
藩
士
で
、
朱
子
学
を
修
め
た
兵

学
者
。
ツ
ア
ー
は
試
射
し
た
場
所
の
山
を
遠
目
に
見
た

あ
と
、
記
念
の
詩
碑
が
あ
る
前
で
象
山
の
人
と
な
り
と

経
歴
の
解
説
を
聴
い
た
。

象
山
の
幼
名
は
啓
之
助
。
松
代
町
の
出
身
。
松
代
藩

の
兵
術
役
、
江
戸
の
儒
学
者
・
佐
藤
一
斎
に
師
事
し
た

が
、
自
身
で
塾
を
開
い
た
。
門
弟
に
は
勝
海
舟
、
吉
田

松
陰
、
坂
本
龍
馬
ら
幕
末
の
志
士
が
集
ま
っ
た
。
優
秀

な
参
謀
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

雨
乞
い
地
蔵
、
庚
申
の
碑
を
巡
り
、
由
緒
あ
る
蓮
華

寺
で
ツ
ア
ー
を
終
え
た
。

こ
う
し
た
地
元
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー

が
千
曲
市
内
の
各
地
で
行
わ
れ
る
と
良
い
な
と
思
う
。

（
本
紙
特
任
記
者
・
中
澤
幸
彦
）

「
生
萱
歴
史
探
検
ツ
ア
ー
」
は

佐
久
間
象
山
記
念
碑
前
か
ら

ス
タ
ー
ト
（
千
曲
市
生
萱
）

「
生
萱
を
知
る
会
」
第
３
回
歴
史
探
検
ツ
ア
ー

地
域
の
歴
史
を
知
り
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
地
元
の
熱
意
！（右）象山が試射した

大砲の弾（左）箱の裏書

屋
代
南
高
校
が
長
野
信
用
金
庫
、
色
部
米
菓
（
桜
堂
）
と
と
も

に
今
年
５
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
元
老
舗
お
や
き
店
の
新

メ
ニ
ュ
ー
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
完
成
し
た
お
や
き
の
新
商

品
発
表
会
が
11
月
19
日
に
行
わ
れ
た
。
当
日
は
校
内
で
学
校
関
係

者
へ
の
販
売
も
実
施
し
「
和
風
カ
レ
ー
」
「
長
芋
（
く
る
み
味

噌
）
」
「
長
芋
（
韓
国
風
）
」
は
全
種
類
完
売
と
な
っ
た
。

発
表
会
で
は
開
発
し
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
３
年
生
の
５
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
お
や
き
の
特
色
や
苦
労
し
た
点
な
ど
を
紹
介
。
色
部

米
菓
の
色
部
宏
子
さ
ん
は
「
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
何
回
も
や
り

直
し
て
も
ら
い
、
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
。
長
芋
は
私
た
ち
の
発
想

と
違
う
食
感
が
出
て
感
動
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
味
を
守
っ
て
色
々

な
世
代
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
や
き
を
作
っ
て
行
き
た

い
」
と
話
し
た
。
新
商
品
は
12
月
13
日
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
発

表
会
で
販
売
す
る
ほ
か
、
色
部
米
菓
で
も
販
売
の
予
定
。

屋
代
南
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科

お
や
き
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

車両先頭のヘッドマーク
※停車時のみ装備（上）
側面のラッピングには
主要キャラクター５人の
イラストが描かれていた

２
年
前
か
ら
運
行
し
て
き
た
Ｔ
Ｖ
ア

ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
列
車
が
11
月
末
で
運
行
終
了
と
な

る
の
に
合
わ
せ
て
11
月
16
日
、
し
な
の

鉄
道
屋
代
駅
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
ホ
ー
ム
に
停
車
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ

列
車
の
車
内
で
ア
ニ
メ
の
原
画
が
展
示

さ
れ
た
ほ
か
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

出
演
声
優
の
天
麻
ゆ
う
き
さ
ん
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
た
。
ホ
ー
ム
へ
の

記
念
入
場
券
と
記
念
乗
車
券
は
全
部
で

４
種
類
発
券
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
が
買
い
求
め
て
い
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ

列
車
の
お
見
送
り
が
行
わ
れ
、
天
麻
さ

ん
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
披
露
さ
れ

た
。
最
後
の
姿
を
写
真
に
収
め
よ
う
と

集
ま
っ
た
多
く
の
フ
ァ
ン
が
見
送
る
な

か
、
列
車
は
惜
別
の
警
笛
と
共
に
戸
倉

駅
へ
と
出
発
し
て
い
っ
た
【
写
真
】
。

ご当地アニメ『Turkey！』
ラッピング列車関連イベント

男
女
や
老
人
、
鬼
な
ど
様
々
な

種
類
が
あ
る
面
（
お
も
て
）

完
成
し
た
３
種
類
の
お
や
き

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
開
発
メ
ン
バ
ー

株式会社 石井工務所

株式会社 石井建築設計事務所
長野県千曲市杭瀬下175
info＠ishii-works.co.jp
電話026-272-2271
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歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

亡
き
母
が
住
み
し
渋
谷
の
谷
の
町
姉
の

話
に
想
像
広
げ
ぬ

湯
本
孝
一

作
者
の
母
は
か
つ
て
渋
谷
の
鶯
谷
町

と
い
う
谷
地
形
の
町
に
住
ん
で
お
ら
れ

た
と
い
う
。
姉
は
そ
の
界
隈
を
記
憶
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
作
者
に
は
な
い
。

そ
の
近
く
の
大
学
を
選
ん
だ
の
も
母
の

面
影
を
追
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
。
年

齢
を
重
ね
た
作
者
の
、
母
へ
の
追
慕

が
、
韻
律
も
美
し
く
素
直
に
詠
わ
れ
て

い
る
。

【
佳
作
】

柿
む
き
て
軒
下
に
干
し
空
見
れ
ば
柿
の

色
し
た
夕
陽
が
沈
む

甘
利
真
澄

干
し
柿
を
軒
に
干
し
て
い
る
作
者
。

そ
の
柿
す
だ
れ
の
隙
間
か
ら
見
え
る
夕

陽
は
ま
さ
に
柿
の
色
だ
っ
た
。
両
者
が

や
わ
ら
か
く
同
化
す
る
光
景
そ
の
も
の

が
、
韻
律
の
よ
う
に
響
き
合
う
歌
に

な
っ
た
。

【
入
選
】

近
づ
き
て
彼
方
に
去
り
し
レ
モ
ン
彗
星

ゆ
く
え
想
像
え
ば
微
か
な
る
覇
気

お

も

百
合

砂
利
採
取
行
き
交
う
ダ
ン
プ
賑
や
か
に

千
曲
の
水
は
静
か
に
流
る

替
佐
梅
蔵

緞
帳
が
ス
ル
ス
ル
上
が
り
客
席
が
見
え

し
瞬
間
力
が
沸
き
ぬ

宮
坂
岩
子

良
い
出
来
と
大
根
褒
め
れ
ば
三
本
も
抱

え
て
帰
り
お
で
ん
で
一
杯

中
村
邦
久

半
世
紀
隔
て
て
集
う
同
期
会
ほ
ど
よ
く

老
い
て
面
影
残
る

つ
き
は
ら

ス
ー
パ
ー
の
半
値
の
肉
ぞ
あ
り
が
た
し

人
目
気
に
し
て
行
き
つ
戻
り
つ小

針
俊
明

人
間
が
踏
み
込
ん
だ
の
だ
け
も
の
道
人

の
道
す
ら
守
れ
ぬ
も
の
を

土
朗

黒
瀬
珂
瀾
の
歌
集
『
ひ
か
り
の
針
が

う
た
ふ
』
（
２
０
２
１
）
か
ら
三
首
鑑

賞
し
た
い
。

今
は
未
来
、
か
も
し
れ
ぬ
か
ら
こ
と
ご

と
く
塀
の
倒
れ
し
大
通
り
ゆ
く

水
洗
ひ
さ
れ
た
る
家
に
し
た
た
れ
る
水

に
言
葉
は
湿
り
ゆ
く
の
み

黒
き
袋
積
み
上
げ
ら
れ
て
も
う
土
に
戻

れ
ぬ
土
が
ひ
た
眠
り
を
り

【
応
募
要
領
】

■
官
製
は
が
き
に
三
首
ま
で
（
二
重
投
稿
は

不
可
）
■
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
付
記

■
締
め
切
り
毎
月
十
日
■
宛
先
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜
堂
５
２
１

屋
代
西

沢
書
店
２
階
ち
く
ま
未
来
新
聞

歌
壇
係

先日、母と二人で坂城町に新しく
オープンしたイタリアンレストラン
IRIKIYA（いりきや）さんにランチ
行ってきました！店内は落ち着いた雰
囲気で、味わいのあるとても素敵な空
間でした。
母はパスタのセット、私はカレーの

セットを注文。パスタには前菜の盛り
合わせが付き、どれも丁寧に作られた
美味しい料理ばかりで、母は「パスタ
の海老つみれはハーブがよく効いてい
てとても美味しかった」と話していま
した！
私は「黒いビーフカレー」をいただ

きました。見た目のインパクトだけで
なく、スパイスが香る深い味わいでお
肉もとても柔らかかったです。
デザートはバスクチーズケーキとティ
ラミスから選べ、私はバスクチーズ
ケーキをいただきました。濃厚で滑ら
かな口当たりが印象的でした。どの料
理も美味しく、お店の雰囲気も心地よ
く、母と「また来たいね」と話しなが

ら帰りました。オープンしたばかりの
お店なので、皆さんもぜひ足を運んで
みてください。

Ｚ世代が行く♪ちくま散歩
写真と文

塚田ひかり 屋代出身

イタリアンレストランIRIKIYA
住所：坂城町坂城10084

千曲市内モニュメント巡り(第４回)

顕彰や記念としての建築が主な
目的だった屋外モニュメントは、
やがてより洗練された芸術作品・
パブリックアートへと変貌を遂げ
た。それと並行してブロンズ製や
石造りから鉄、アクリル（樹脂）
など様々な素材が使用されるよう
になり、表現方法は多様化してい
る。多摩美術大学の学生が制作し

た千曲市内のモニュメントも人物
をかたどったものから抽象的な
アート作品までそのジャンルは幅
広い。中には一見してモニュメン
トだと判別しづらいものもある。
打沢の月山公園にある作品

「blooming」はアーチ状の鉄骨で
作られ、まるで子ども用の遊具の
ようにも見える。作者の制作意図
は「人工物と自然との対比」が
テーマで「人工物が自然に飲み込
まれようと（中略）完全にその一
部にはなり得ない。しかし共存し
ていく上で大切なのは、互いのコ
ミュニケーションだろう。」と解
説されている（市HPより）。有明
山の裾野でひっそりと佇む鉄製の
異形。その緑と赤の対比は独特の
存在感を放っていたが、現在は赤
い塗装が剥がれ落ちつつある。

明
治
天
皇
巡
幸
そ
の
二
（
坂
木
宿
）

坂
木
宿
の
御
小
休
所
と
な
っ
た
の
は
立

町
に
あ
っ
た
宮
原
生
吉
宅
で
、
宮
原
家
で

は
天
皇
巡
幸
に
際
し
て
檜
な
ど
を
用
い
て

ひ
の
き

大
改
修
を
行
っ
た
と
い
う
。
旧
宮
原
邸
の

跡
地
に
当
た
る
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史
館

の
庭
内
に
は
「
明
治
天
皇
御
小
休
所
」
の

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
手
前
の
横
町
に
は
「
御
膳
水
」

の
碑
が
今
も
残
る
。
場
所
は
浄
土
宗
の
名

刹
・
心
光
寺
の
向
か
い
側
に
当
た
り
、
こ

こ
に
は
宿
場
時
代
か
ら
有
名
な
井
戸
が

あ
っ
た
。
天
皇
の
食
事
等
に
供
す
る
た
め

に
用
い
ら
れ
た
井
戸
や
湧
き
水
は
、
後
に

名
水
と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

御
小
休
所
以
外
に
北
国
街
道
の
整
備
に

も
多
く
の
村
人
が
動
員
さ
れ
た
。
鼠
宿
の

岩
鼻
の
険
と
並
ぶ
難
所
「
横
吹
八
丁
」
は

よ
こ
ぶ
き

江
戸
期
に
は
険
し
い
山
中
を
通
る
坂
道

だ
っ
た
が
、
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
か

ら
崖
下
で
工
事
が
行
わ
れ
巡
幸
の
前
年
に

新
道
が
開
通
し
た
。
巡
幸
一
行
は
こ
れ
を

通
り
戸
倉
宿
へ
と
向
か
っ
た
。
（
続
く
）

北
国
街
道

歴
史
こ
ぼ
れ
話
（
第
３
回
）

「blooming」（平成10年作）
作者︓蒲田依子

場所︓月山公園（打沢）

明
治
天
皇
御
小
休
所
の
碑
（
立
町
）

明
治
天
皇
御
膳
水
の
碑
（
横
町
）

メニュー名
パスタ:海老つみれとレンコン小松菜の
ビアンコ カレー:黒いビーフカレー

【Vol.2】
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選
者

宇
沢
伊
十

子
供
た
ち
我
慢
を
知
っ
て
成
長
す玉

雪

ヨ
チ
ヨ
チ
と
歩
く
お
さ
な
児
両
手
上
げ

正
文

う
ま
い
も
の
食
べ
て
寿
命
を
縮
め
て
る

依
子

馬
鹿
旨
い
目
も
鼻
口
も
極
楽
だ

と
し
を

あ
れ
も
無
い
こ
れ
も
欲
し
い
が
ひ
と
呼
吸

恵
美
子

亡
母
想
う
煮
っ
こ
ろ
が
し
の
温
い
味義

子

我
慢
だ
ぞ
偶
数
月
の
十
四
日

俊
明

楽
し
い
川
柳

千
曲
川
柳
会

選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

一
心
に
柿
剥
く
妣
に
逢
ひ
た
き
日

有
美
子

起
き
抜
け
に
身
震
い
ひ
と
つ
冬
に
入
る

一
子

姨
岩
に
日
差
し
沁
み
込
む
小
春
か
な房

子

口
遊
む
小
春
日
和
の
拭
き
掃
除

直
喜

と
ろ
ろ
汁
母
の
作
務
衣
の
畳
雛

弘
子

朝
霧
の
晴
れ
て
連
山
輝
け
る

茂
子

常
緑
の
山
と
溶
け
あ
う
紅
葉
寺

宮
恵
美

秋
深
し
山
懐
の
名
古
刹

か
ほ
る

六
地
蔵
枝
垂
れ
紅
葉
に
い
だ
か
れ
て山

恵
美

立
冬
の
文
字
に
覚
悟
の
よ
う
な
も
の秀

貴

か
さ
か
さ
と
風
に
遊
ば
る
柿
落
葉

恵
美
子

帰
り
花
今
さ
ら
気
付
く
こ
と
多
し

律
子

「
ふ
る
さ
と
」
の
唱
歌
の
里
や
返
り
花

紀
佐
子

11
月
29
日
に
更
埴
短
詩
型
文
学
祭
の
表

彰
式
が
あ
り
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

大
賞

麦
の
秋
足
で
リ
ズ
ム
の
ハ
ー

モ
ニ
カ

青
木
直
喜

会
長
賞

出
迎
え
の
お
国
訛
り
や
夏
帽
子

西
村
久
惠

ち
く
ま
未
来
俳
句

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽
に

ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒
３

８
７‐

０
０
１
２
千
曲
市
桜
堂
５
２

１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句
係
」

あ
ら
た
な
色

谷
地
雪

中
学
生
の
娘
が
不
登
校
に
な
っ
た
。

原
因
は
い
じ
め
。
相
手
方
か
ら
の
謝
罪
は
既
に
受
け
て

い
る
し
、
学
校
は
そ
れ
で
解
決
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
れ
以
上
の
罰
則
を
求
め
る
の
は
報
復
が
怖
い
ら
し
く
、

娘
本
人
か
ら
も
う
い
い
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
は
動

け
な
い
。

主
犯
と
ク
ラ
ス
は
離
し
て
も
ら
っ
た
が
、
学
校
自
体
が

怖
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
保
健
室
登
校
も
で
き
て

い
な
い
。

転
校
し
て
も
構
わ
な
い
と
伝
え
た
が
、
今
は
と
に
か
く

学
校
と
い
う
場
所
に
行
く
気
が
な
い
よ
う
だ
。

無
理
強
い
す
る
よ
う
な
時
代
で
も
な
い
。
引
き
こ
も
り

気
味
に
な
っ
た
娘
を
、
私
は
見
守
る
こ
と
し
か
で
き
ず
に

い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
娘
が
お
ず
お
ず
と
ス
マ
ホ
の
画
面
を

見
せ
て
き
た
。

「
お
母
さ
ん
、
あ
た
し
、
こ
れ
行
き
た
い
」

表
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
個
展

案
内
だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
で
い
つ
も
見
て
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
、

初
め
て
個
展
を
開
催
す
る
ら
し
い
。

「
も
ち
ろ
ん
、
い
い
わ
よ
」

喜
び
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
と
、
抑
え
た
笑
顔
で
私
は
答

え
た
。

都
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
埼
玉
の
家
か
ら
二
時
間
は
か
か

る
距
離
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
全
然
気
に
な
ら

な
か
っ
た
。

場
所
も
遠
い
し
、
東
京
の
人
混
み
の
中
で
な
ら
、
学
校

の
知
り
合
い
に
会
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

日
曜
日
、
私
の
仕
事
が
休
み
の
日
に
、
娘
と
共
に
個
展

に
訪
れ
た
。

鮮
や
か
な
色
づ
か
い
の
絵
は
大
人
の
私
が
見
て
も
楽
し

く
、
「
き
れ
い
だ
ね
」
と
娘
に
声
を
か
け
た
。

娘
は
、
私
の
声
な
ど
聞
こ
え
て
い
な
い
よ
う
に
、
絵
に

見
入
っ
て
い
た
。

あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
子
は
絵
が
好
き
だ
っ
た
。

小
学
校
で
は
美
術
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
。
中
学
校
の
美
術
部

は
、
空
気
が
合
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
入
っ
た
も
の
の
す

ぐ
に
や
め
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
子
は
、
今
で
も
絵
が
描
き
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ね
え
。
絵
画
教
室
に
行
っ
て
み
な
い
？
」

私
は
近
所
の
絵
画
教
室
か
ら
貰
っ
て
き
た
チ
ラ
シ
を
、

娘
に
見
せ
た
。

先
に
一
人
で
見
学
を
し
て
き
た
が
、
比
較
的
大
人
の
多

い
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
場
所
で
、
添
削
な
ど

は
し
な
い
、
自
由
な
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

同
年
代
の
子
が
い
な
け
れ
ば
、
緊
張
す
る
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
。

娘
は
、
戸
惑
っ
た
様
子
で
チ
ラ
シ
を
見
て
い
た
。

「
で
も
、
あ
た
し
、
学
校
行
っ
て
な
い
の
に
。
習
い
事
だ

け
す
る
な
ん
て
、
変
だ
よ
」

「
変
な
こ
と
な
ん
て
、
何
に
も
な
い
わ
よ
。
あ
な
た
の
居

場
所
は
、
あ
な
た
が
決
め
て
い
い
の
よ
」

学
校
だ
け
が
居
場
所
じ
ゃ
な
い
。
ど
こ
か
違
う
場
所
で

も
、
楽
し
い
と
思
え
る
場
所
が
あ
れ
ば
。

押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
返
答

を
待
っ
て
い
る
と
、
娘
が
小
さ
く
「
行
き
た
い
、
か
も
」

と
呟
い
た
。

絵
画
教
室
に
通
い
始
め
て
、
暫
く
。

「
ね
え
ね
え
お
母
さ
ん
！

こ
れ
今
日
描
い
た
や
つ
！
」

「
あ
ら
！

素
敵
じ
ゃ
な
い
、
特
に
こ
の
黄
色
の
花
」

「
で
し
ょ
、
そ
れ
松
井
さ
ん
も
好
き
だ
っ
て
」

松
井
さ
ん
、
と
は
絵
画
教
室
で
出
来
た
年
上
の
友
達
だ
。

日
曜
だ
け
来
る
Ｏ
Ｌ
で
、
仲
良
く
し
て
い
る
ら
し
い
。

憧
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
娘
は
鮮

や
か
な
色
を
使
う
こ
と
を
好
ん
だ
。
毎
日
明
る
い
色
を
使
っ

て
い
る
と
、
気
分
も
明
る
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

学
校
に
は
今
も
行
け
て
い
な
い
。
で
も
、
笑
顔
が
増
え

た
。
そ
れ
だ
け
で
、
私
に
は
十
分
だ
。

娘
が
踏
み
出
し
た
一
歩
を
、
私
は
た
だ
、
見
守
っ
て
い

く
。

「生まれ変わる」と「あらたな一歩」をテーマに
募集した第３回ひなた短編文学賞の受賞作品が10
月30日に発表された。11月26日に東京で行われた
「第54回ベストドレッサー賞」では受賞作品集が
会場で配布された（HPも公開）。また、来年１月
中旬から３月末まで「ひなた短編文学
賞受賞作品展」が福島県の双葉町産業
交流センター（F-BICC）で開催の予定。

ひ
な
た
短
編
文
学
賞

大
賞
受
賞

作
品

【大賞作品寸評／審査委員長・塚田浩司さん】
主人公は不登校の娘をもつ母親です。派手な

展開はないですし、最終的にも問題がすべて解
決したわけではありません。しかし、娘も、そ
して母親も、確実に新たな一歩を踏み始めてい
ました。優しさと救いのある素晴らしい作品で
した。大賞受賞おめでとうございます。

※
今
月
号
の
「
お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説
」
は
お
休
み
で
す

特設サイト

『第３回 ひなた短編文学賞』
大賞受賞作を掲載

主催：フレックスジャパン株式会社・ひなた工房

後援：双葉町、千曲市、㈱信州ケーブルテレビジョン、

ちくま未来新聞、（一社）ちくま未来戦略研究機構ほか

ご挨拶
しばらくの間、自分を整える時間としてお休
みを頂戴いたします。やまとや様では今回の
催事が一区切りとなりますので、ぜひお越し
いただけましたら幸いです。復帰の折には、
皆さまとまた笑顔でお会いできますことを心
より楽しみにしております。
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ＡＣ長野パルセイロ
連敗脱出ならずもＪ３には残留

Ｊリーグ ディビジョン３

サッカー

北
信
越
リ
ー
グ
昇
格
に
は
決
勝
大
会
の
残
り
２
試
合
全
勝

が
必
須
条
件
の
リ
ベ
ル
タ
ス
千
曲
は
11
月
２
日
、
千
曲
市
サ
ッ

カ
ー
場
で
昇
格
枠
を
争
う
新
潟
県
王
者
の
産
大
Ｆ
Ｃ
と
対

戦
。
前
半
終
了
間
際
に
混
戦
か
ら
ゴ
ー
ル
に
流
し
込
み
先
制

点
を
挙
げ
る
と
、
後
半
24
分
に
欲
し
か
っ
た
追
加
点
を
決
め
て

２‐

０
で
勝
利
。
翌
週
の
筑
北
村
で
の
試
合
も
白
山
を
２‐

０
で
破
り
、
今
季
最
終
戦
を
白
星
で
締
め
た
。
翌
週
に
産
大

が
富
山
に
敗
れ
た
た
め
、
リ
ベ
ル
タ
ス
の
２
位
が
確
定
。
１

シ
ー
ズ
ン
で
北
信
越
リ
ー
グ
へ
の
復
帰
が
決
ま
っ
た
。

20日(土) 14：00∼
vs 日テレ・東京
ヴェルディベレーザ

パルセイロレディース 12月日程（ホーム）

ボアルース長野
フットサルＦリーグ ディビジョン１

今季千曲大会初勝利＆Ｆ１で初の連勝フットサル

信州ブレイブウォリアーズ

プロバスケットボール
Ｂリーグ（B2）

10日（水） 19：35∼
ｖｓ 福井ブローウィンズ
27日（土） 13：05∼
28日（日） 13：05∼
ｖｓ 熊本ヴォルターズ

ホームゲーム日程（１2月）
会場：長野ホワイトリング

ｖｓ産大ＦＣ〔新潟県リーグ１位〕
（11月２日・千曲市サッカー場）

リベルタス千曲ＦＣ
北信越リーグへの復帰が決定

北信越サッカー県リーグ決勝大会

パルセイロは11月に入ってから連敗
が続きＪＦＬ降格の瀬戸際にあったが、
今季のＪＦＬ優勝チーム（Ｈｏｎｄａ
ＦＣ）にＪリーグライセンスが無くＪ３
最下位チームのみＪＦＬ２位との入替戦
へまわることが確定しため残留が決定し
た。一方、レディースは11月も勝利が
無く８連敗と苦悩が続いている。

試合会場は
長野Ｕスタジアム

信州ブリリアントアリーズ

女子バレーボール
Ｖリーグ

６日（土）14:00∼
７日（日）12:00∼
ｖｓ ＪＡぎふリオ
レーナ

ホームゲーム日程（１２月）
会場：上田市自然運動公園体育館

北信越サッカー県リーグ
決勝大会最終順位表

練習風景
（11月５日・千曲市サッカー場）

11月16日・ｖｓシュライカー大阪（４−３）

11月４日から８日にかけて、女子ラグビーチームの三重パールズが戸倉上
山田温泉で秋季合宿を行った。パールズは日本代表選手５人を擁する強豪チー
ムで、千曲市で合宿を行うのは昨年に続いて２年連続。４日に千曲市役所を表
敬訪問した山中美緒キャプテンは「宿舎にも温泉がありリカバリーできる」と
話し、昨年惜しくも準優勝だった日本選手権での優勝を誓った。５日と７日は
千曲市サッカー場でトレーニングを行った。

10
月
以
降
１
点
差
で
の
惜
敗
が
続
い
た
ボ
ア
ル
ー
ス
。
11

月
７
日
に
ア
ウ
ェ
イ
で
４
試
合
ぶ
り
の
勝
利
を
飾
り
、
16

日
、
ホ
ー
ム
千
曲
大
会
を
迎
え
た
。
ボ
ア
ル
ー
ス
は
前
半
７

分
台
に
キ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
先
制
を
決
め
る
と
、
さ
ら
に
10
分

過
ぎ
に
追
加
点
。
反
則
か
ら
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を
与
え
る
が
橋

フ
ァ
ー
ル

野
が
好
セ
ー
ブ
で
防
ぐ
と
、
ガ
リ
ン
シ
ャ
が
4
試
合
連
続
得

点
と
な
る
３
点
目
を
ゴ
ー
ル
に
叩
き
込
ん
だ
【
写
真
小
】
。

し
か
し
後
半
に
入
る
と
大
阪
が
猛
反
撃
を
開
始
。
再
開
か

ら
５
分
足
ら
ず
の
間
に
２
点
を
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
ボ
ア

ル
ー
ス
は
大
阪
の
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
に
耐
え
る
時
間
が
続
く

が
、
34
分
に
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
稲
葉
が
値
千
金
の
追
加
点

を
決
め
る
。
大
阪
は
な
お
も
1
点
を
返
す
が
、
ボ
ア
ル
ー
ス

が
最
後
ま
で
集
中
力
を
切
ら

さ
ず
逃
げ
切
り
、
千
曲
大
会

の
今
季
初
勝
利
を
挙
げ
た
。

（
Ｆ
１
で
の
連
勝
も
初
）
。

ボアルース長野
12月試合日程（ホームゲーム）
試合会場 ことぶきアリーナ千曲
７日（日）１４：００∼
ｖｓ ペスカドーラ町田
２８日（日）１４：００∼
ｖｓ バルドラール浦安

小川市長を表敬訪問した山中美緒キャプテン
（11月4日・千曲市役所）

三重ＰＥＡＲＬＳ
パ ー ル ズ

戸倉上山田温泉で合宿

女子ラグビー強豪チーム

ラグビー


